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は
じ
め
に

　

近
世
後
期
の
畿
内
の
農
業
経
営
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
充
実
し
た
成
果
が
上
げ

ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、
十
分
な
研
究
の
展
開
が
見
ら
れ
な
い
。
筆
者
は
近
年
、
肥

料
商
の
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
農
業
経
営
と
肥
料
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
き

た
。
本
稿
で
は
、
北
摂
津
の
島
上
郡
柱
本
村
田
中
家
の
農
業
経
営
と
肥
料
購
入
な

ど
を
検
討
し
た
い
。
同
家
に
は
主
と
し
て
明
和
・
安
永
期
よ
り
文
化
・
文
政
期
を

中
心
と
し
た
農
業
経
営
に
関
す
る
帳
簿
が
あ
る
（
１
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
記
載
は
、
時
期
が

多
少
ず
れ
て
い
て
、
全
体
像
を
描
く
の
は
難
し
い
が
、
そ
れ
で
も
個
別
に
は
貴
重

な
記
事
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
大
坂
干
鰯
屋
と
の
取
引
記
録
も
あ
る
の
で
、
紹
介

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　

柱
本
村
と
三
郎
左
衛
門
家

　

柱
本
村
は
、
摂
津
島
上
郡
の
淀
川
右
岸
の
村
で
あ
る
。
近
世
で
は
高
槻
藩
永
井

氏
領
に
属
し
て
い
た
。
村
高
八
一
七
石
余
で
淀
川
沿
い
の
低
地
に
あ
る
た
め
、
常

に
洪
水
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
淀
川
治
水
に
は
高
槻
藩
も
努
力
し
て
お

り
、
そ
の
中
心
が
柱
本
周
辺
の
水
路
の
改
修
や
堤
防
の
強
化
に
あ
っ
た
。
そ
の
成

果
と
し
て
一
九
世
紀
に
は
、
柱
本
村
一
帯
は
伊
丹
・
西
宮
な
ど
へ
酒
米
を
供
給
す

る
北
摂
津
穀
倉
地
帯
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
（
２
）。

明
治
一
二
年
の
村
誌
で
は
、
田

六
〇
町
余
、
畑
二
町
余
、
宅
地
四
町
余
、
荒
れ
地
八
町
余
、
そ
の
他
七
町
余
で
、

戸
数
一
二
二
軒
、
農
産
物
は
米
・
麦
・
菜
種
・
木
綿
な
ど
と
な
っ
て
い
た
（
３
）。

　

柱
本
村
田
中
家
は
代
々
三
郎
左
衛
門
を
称
し
て
、
村
の
庄
屋
・
年
寄
を
勤
め
た

豪
農
で
あ
っ
た
（
４
）。
文
化
五
、六
年
の
「
田
地
宛
作
帳
」 

で
は
、
内
野
高
は
四
一
石

九
斗
壱
升
四
合
、
他
に
川
本
田
四
石
三
斗
三
升
七
合
、
川
出
内
二
石
一
斗
八
升
五

合
が
あ
り
、
合
計
す
る
と
四
八
石
四
斗
三
升
六
合
と
な
っ
た
。
し
か
し
川
本
田
と

川
出
内
は
川
欠
や
水
害
の
被
害
が
多
く
不
安
定
で
あ
っ
た
。
文
化
五
年
分
で
見
る

と
川
欠
の
た
め
川
本
田
は
二
石
八
斗
四
合
、
川
出
内
は
一
石
一
斗
三
升
三
合
し
か

残
っ
て
い
な
か
っ
た
（
５
）。
こ
の
高
は
領
主
側
が
把
握
し
て
い
る
検
地
高
（
分
米
高
）

で
あ
っ
た
。

　
「
田
地
宛
作
帳
」
の
文
化
六
年
と
元
治
元
年
分
に
よ
っ
て
、
手
作
り
・
宛
作
分

な
ど
を
表
１
と
し
た
。
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
は
手
作
り
分
が
一
町
五
反
七
畝

余
、
二
三
石
四
斗
余
、
宛
作
分
が
二
町
八
反
五
畝
余
、
四
八
石
八
斗
余
で
あ
っ
た

近
世
後
期
北
摂
津
の
農
業
経
営
と
肥
料

白
川
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こ
と
が
わ
か
る
。
合
計
で
、
四
町
四
反
二

畝
余
、
高
七
二
石
三
斗
余
で
あ
っ
た
。
こ

ち
ら
の
方
は
、
有
畝
と
宛
米
高
で
、
村
側

の
実
質
的
生
産
高
基
準
値
で
あ
る
。
手
作

り
率
は
三
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　

年
貢
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
年
貢

は
検
地
高
に
た
い
し
て
賦
課
さ
れ
る
が
、

内
野
高
に
つ
い
て
見
る
と
堤
下
・
井
路
成

な
ど
の
定
引
と
こ
の
年
の
水
引
高
を
引
い

て
四
一
石
三
斗
四
升
四
合
に
た
い
し
て

七
六
・
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
年
貢
率
で

三
一
石
四
斗
七
升
九
合
が
課
せ
ら
れ
た
。

川
本
田
は
二
升
五
合
、
川
出
内
は
無
年
貢

で
あ
っ
た
。
検
地
高
に
た
い
し
て
は
高
率

で
あ
る
が
、
よ
り
実
態
に
近
い
宛
作
高
と

比
べ
る
と
四
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。

　

次
に
宛
作
高
が
近
世
で
も
っ
と
も
高
く

な
っ
た
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
つ
い

て
見
る
と
、
所
持
地
合
計
は
五
町
二
反
四

畝
余
で
宛
作
高
は
七
四
石
余
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
増
加
し
て
い
る
が
、
増
加
し
た
の
は
起
返
し
地
で
、
そ
れ
を
差
し
引
け

ば
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な
い
。
な
お
次
に
見
る
表
２
で
元
治
元
年
の
宛
作
高
合

計
は
八
四
石
余
と
な
っ
て
い
て
、
表
１
の
宛
作
高
よ
り
一
〇
石
程
高
く
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
麦
年
貢
分
八
石
六
斗
四
升
六
合
が
加
わ
っ
た
か
ら
で
、
こ
れ
を
引

け
ば
大
き
な
差
は
な
い
。
麦
作
は
裏
作
で
あ
る
の
で
宛
作
料
と
し
て
は
意
義
が
あ

る
が
、
所
持
地
面
積
を
増
や
す
も
の
で
は
な
い
の
で
、
表
１
に
は
加
え
て
い
な

い
。

　

そ
の
後
の
動
向
に
つ
い
て
、
同
家
が
帳
面
に
合
計
等
を
記
し
て
い
る
場
合
に

限
っ
て
、
作
成
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
表
１
の
元
治
元
年
分
と
合
わ
せ
な
が
ら

見
て
お
こ
う
。「
田
地
宛
作
帳
」
は
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
か
ら
残
っ
て
い

る
が
、
個
別
の
数
値
は
あ
っ
て
も
有
効
な
集
計
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
集

計
作
業
が
大
部
に
及
ぶ
の
で
加
え
て
い
な
い
。

　

表
２
を
見
る
と
、
三
郎
左
衛
門
家
の
文
化
期
以
降
、
明
治
初
年
ま
で
の
土
地
所

持
状
況
を
概
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
本
高
に
つ
い
て
見
る
と
、
文
化
六
年

（
一
八
〇
九
）
の
四
八
石
余
か
ら
文
政
一
一
年
（
一
八
二
九
）
に
は
四
四
石
余
と

低
迷
し
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
か
ら
四
九
石
余
と
回
復
し
た
。
こ
れ
は
川
本

田
と
川
出
内
高
の
変
動
に
よ
る
も
の
で
、
と
く
に
川
出
内
高
は
一
時
な
く
な
り
、

幕
末
に
復
活
し
て
起
返
し
地
も
現
れ
た
こ
と
で
増
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と

並
行
し
て
、
宛
米
高
も
幕
末
期
に
は
次
第
に
上
昇
し
た
。
し
か
し
表
１
で
も
示
し

た
よ
う
に
、
そ
の
宛
作
高
の
増
加
分
は
、
起
返
し
地
と
麦
年
貢
分
が
現
れ
た
こ
と

に
よ
る
の
で
、
こ
の
間
土
地
所
持
自
体
は
ほ
ぼ
安
定
し
て
い
た
。

表 1　文政 6年、元治元年の所持地と宛作高
年代 種目 町反畝 歩 宛作高（石）

文化 6年
手作地 157 15.00 23.445
宛作地 285 14.73 48.886
合　計 442 29.73 72.331

元治元年

手作地 141 9.80 20.993

宛作地 宛作地 301 25.50 51.013
起返し地 81 17.30 2.437

合　計 524 22.60 74.443
　　　　　  出典：田中家文書。文化 7年、元治元年「田地宛作帳」（341, 381 番）

| 
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三
郎
左
衛
門
家
は
、
文
化
期
以
降
、
幕

末
維
新
期
に
い
た
る
ま
で
、
少
な
く
と
も

柱
本
村
内
で
土
地
集
積
を
進
め
た
形
跡
は

な
く
、
手
作
を
縮
小
し
て
小
作
経
営
を
強

め
た
と
い
う
様
子
も
な
い
。
だ
い
た
い
所

持
耕
地
の
四
分
一
程
度
を
手
作
り
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
天
保
後
半
期
に
は
、
手
作
地
の
収

穫
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
宛
作
高
よ
り

多
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
宛
作

高
も
基
準
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
同
じ

時
期
に
一
反
当
た
り
の
反
収
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
は

二
石
七
斗
四
升
で
、「
豊
年
也
」
と
注
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
翌
年
は
二
石
四
斗
二

升
で
「
中
年
也
」
と
あ
る
。
こ
の
基
準
の

面
積
は
、
宛
作
面
積
と
は
違
っ
て
い
る
。

な
ん
ら
か
の
耕
地
面
積
が
対
象
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
は
不
明
で
あ
る
。

　

以
上
、
作
付
け
以
下
の
デ
ー
タ
が
重
な

る
の
は
文
化
期
以
降
な
の
で
限
界
は
あ
る

表 2　三郎右衛門家の所持高・手作り地変遷

年代 本高 宛作高 手作地 手作
宛作高 手作米 1反に作米 1反に作麦町反畝 歩

文化６年 48.436 73.23 157 15 23.445
文政11年 44.858 18.457
文政12年 44.858 20.057
文政13年 44.858 20.057
天保２年 44.858 20.057
天保３年 44.858 160 19 20.057
天保４年 44.858 156 9 21.924
天保５年 44.858 152 9 21.624 27.910 2.400
天保６年 44.858 152 9 21.624 22.100 2.124
天保７年 44.858 141 24 18.900 18.780
天保８年 44.858 67.948 141 24 18.874 29.482 2.730
天保10年 44.858 67.397 160 12 22.240 31.240 2.740
天保11年 44.858 160 12 22.240 30.594 2.420
天保12年 44.858 68.338 145 12 19.983
天保13年 44.858 69.036 20.828
天保14年 44.858 69.432 21.230 27.320 2.424
天保15年 44.858 69.452 21.240
弘化３年 44.858 69.452 21.240
弘化４年 44.858 73.140 21.350
嘉永２年 44.858 73.350 21.350
嘉永３年 44.858 76.366 21.350 1.950
嘉永７年 49.856 80.039 25.535 2.200
安政２年 49.856 80.223 24.660 2.250
安政３年 49.856 80.223 170 12 24.997 2.250
安政４年 49.856 80.470 170 12 24.997 2.200
安政７年 49.856 80.470 170 12 24.997 2.200
万延２年 49.856 77.185 185 25 26.828 2.624
文久２年 49.856 81.215 26.997
文久３年 49.856 81.609 20.993 1.790
文久４年 49.856 84.545 20.993 1.790
元治２年 49.856 11.932
明治３年 49.856 143 10 24.875
明治４年 49.856 181 10
出典：各年度の「田地宛作帳」。
注：単位は手作地以外は石。
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が
、
一
応
柱
本
村
三
郎
左
衛
門
家
の
農
業
経
営
を
分
析
す
る
前
提
と
し
て
基
本
事

項
を
紹
介
し
た
。
以
下
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

二　

三
郎
左
衛
門
家
の
諸
色
勘
定

　

表
３
は
、
三
郎
左
衛
門
家
の
「
諸
色
勘
定
帳
」
を
整
理
し
て
、
毎
年
の
家
計
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
か
ら
連
続
し
て
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
ま
で
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
か
ら
欠
け
る
年
も
あ
る
が
天
保

元
年
（
一
八
三
〇
）
ま
で
の
三
郎
左
衛
門
家
の
収
支
が
わ
か
る
。
前
半
の
安
永
五

年
（
一
七
七
六
）
よ
り
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
ま
で
の
も
の
は
、
毎
年
の
収
支

だ
け
を
ま
と
め
た
「
年
々
諸
色
勘
定
帳
」
で
、
後
半
の
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）

か
ら
の
も
の
は
各
年
度
の
「
年
中
諸
色
勘
定
帳
」
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

前
半
の
場
合
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
か
ら
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
ま
で

は
、
有
銀
他
の
収
入
額
か
ら
預
り
銀
の
分
を
差
し
引
い
て
、
総
収
入
が
算
出
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
支
出
が
差
し
引
か
れ
て
、
残
り
を
利
益
と
す
る
計
算
方
法
と
な
っ

て
い
る
。
表
記
の
都
合
上
、
預
り
銀
は
支
出
の
部
に
入
れ
た
。
ま
た
有
銀
他
は
、

有
銀
の
他
に
覚
帳
・
出
入
帳
・
入
銀
の
項
目
を
含
む
。
覚
帳
や
出
入
帳
は
そ
れ
ぞ

れ
の
帳
簿
で
管
理
さ
れ
て
い
た
収
入
合
計
を
転
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

帳
簿
の
内
容
が
不
明
な
の
で
一
括
し
た
。
入
銀
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
次
で
説
明
す
る
。

　

こ
れ
に
た
い
し
て
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
か
ら
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
ま

で
は
、
歩
銀
入
・
売
物
代
・
頼
母
子
落
入
な
ど
収
入
の
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら

支
出
を
差
し
引
い
て
い
る
。
帳
簿
上
は
、
有
銀
他
の
記
載
が
ま
だ
あ
る
が
、
収
入

と
の
関
係
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
表
記
は
省
い
て
い
る
。
ま
た
引
き
続

い
て
預
り
分
の
記
載
が
あ
る
が
、
収
支
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

　

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
か
ら
の
毎
年
の
「
諸
色
勘
定
帳
」
で
は
、
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
ま
で
あ
っ
た
有
銀
他
の
記
載
は
な
く
な
る
。
ま
た
預
り
分
の
記
載

も
な
く
な
っ
て
い
る
。
別
の
帳
簿
で
処
理
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
全
体
に

年
貢
に
つ
い
て
は
記
録
が
な
い
。
最
大
の
支
出
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
年
貢
米
は
支

払
っ
た
上
で
、
残
っ
た
米
を
販
売
し
て
収
入
に
記
録
さ
れ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

控
除
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
全
体
の
動
向
を
見
よ
う
。

　

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
で
は
収
益
は
銀
一
一
貫
四
七
九
匁
余
で
、
有
銀
他
の

な
か
で
出
入
帳
で
の
収
益
が
九
貫
二
六
四
匁
余
と
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。

こ
の
傾
向
は
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
ま
で
続
き
、
や
が
て
天
明
初
年
に
は
三
、

四
貫
匁
台
に
低
下
し
て
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
か
ら
は
銀
二
貫
匁
台
に
固
定

さ
れ
る
。
出
入
帳
の
収
支
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
農
業
経
営
の
収
入
と
は
考

え
に
く
い
。
農
業
収
入
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
か
ら
現
れ
る
売
物
代
に
な
る

の
で
、
銀
額
が
違
い
す
ぎ
る
。
出
入
帳
か
ら
の
収
入
が
天
明
期
に
な
る
と
激
減
す

る
た
め
、
収
入
総
額
も
半
分
程
度
に
な
っ
て
い
っ
た
。
支
出
の
分
野
で
は
、
安
永

五
年
（
一
七
七
六
）
に
は
支
出
は
三
貫
三
三
六
匁
余
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
、
預
り

分
が
三
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。
他
に
給
銀
・
日
用
、
肥
代
な
ど
農
業
経

営
費
、
日
常
生
活
経
費
を
中
心
と
し
た
買
い
物
、
村
入
用
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
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表
3　
田
中
家
の
諸
色
勘
定
（
単
位
：
匁
）

収
支

収
入

支
出

支
出
合
計

差
引

年
代

有
銀
他

歩
銀
入
他

売
物
代

頼
母
子
落
入
収
入
合
計

預
り
分

給
銀

日
用

肥
代

買
い
物

村
入
用

頼
母
子
掛

銀
銭
遣

そ
の
他

安
永
5
年

11
47
9 

11
47
9 

11
84
 

42
0 

30
9 

74
2 

39
9 

28
2 

33
36
 

81
44
 

安
永
6
年

12
41
6 

12
41
6 

83
0 

32
0 

12
6 

73
4 

23
8 

51
4 

27
63
 

96
53
 

安
永
7
年

14
31
5 

14
31
5 

20
44
 

36
5 

59
7 

65
3 

34
4 

47
2 

44
75
 

98
41
 

安
永
8
年

11
40
1 

11
40
1 

19
23
 

23
0 

17
7 

55
0 

46
1 

52
5 

38
66
 

75
35
 

安
永
9
年

11
08
8 

11
08
8 

14
58
 

71
0 

38
0 

55
0 

30
0 

40
1 

37
99
 

72
89
 

天
明
元
年

58
63
 

58
63
 

16
25
 

75
 

18
5 

68
5 

39
1 

37
7 

10
0 

34
38
 

24
25
 

天
明
2
年

54
17
 

54
17
 

10
46
 

99
 

76
1 

45
3 

37
1 

36
6 

65
3 

37
49
 

16
68
 

天
明
3
年

58
11
 

58
11
 

55
6 

23
9 

10
4 

61
7 

35
7 

35
2 

13
9 

65
4 

30
18
 

27
93
 

天
明
4
年

21
2 

38
91
 

46
0 

45
62
 

33
7 

26
5 

10
2 

70
3 

40
0 

41
0 

48
9 

77
6 

34
81
 

10
81
 

天
明
5
年

16
4 

31
35
 

33
00
 

96
4 

18
7 

18
3 

84
4 

59
5 

46
7 

73
6 

21
56
 

61
31
 

△
28
31
 

天
明
6
年

13
1 

33
90
 

69
3 

42
14
 

17
3 

25
4 

18
0 

69
2 

60
1 

36
8 

67
7 

85
3 

37
99
 

41
5 

天
明
7
年

14
7 

33
12
 

34
59
 

53
0 

28
3 

19
8 

80
6 

71
1 

39
1 

34
2 

82
5 

18
0 

42
64
 

△
80
5 

天
明
8
年

98
 

35
38
 

36
36
 

38
4 

46
0 

22
2 

78
8 

53
4 

42
1 

43
3 

87
1 

41
13
 

△
47
7 

寛
政
元
年

93
 

33
17
 

41
1 

38
20
 

39
9 

33
0 

23
9 

84
5 

52
0 

44
8 

75
1 

96
1 

44
93
 

△
67
2 

寛
政
2
年

32
 

29
55
 

28
22
 

58
09
 

31
0 

33
5 

12
5 

84
3 

72
7 

44
5 

10
08
 

10
76
 

48
70
 

93
9 

寛
政
3
年

90
 

33
37
 

34
27
 

15
21
 

47
0 

12
7 

75
8 

63
9 

47
8 

93
4 

10
49
 

19
38
 

79
14
 

△
44
87
 

寛
政
4
年

10
4 

44
84
 

18
03
 

63
91
 

12
10
 

33
9 

27
5 

95
4 

82
5 

49
1 

85
6 

14
67
 

42
2 

68
38
 

△
44
7 

寛
政
5
年

22
 

29
99
 

15
1 

31
71
 

47
06
 

52
1 

21
1 

88
3 

42
6 

40
9 

67
5 

84
2 

36
64
 

12
33
7 

△
91
66
 

寛
政
6
年

29
 

31
91
 

20
28
 

52
48
 

48
19
 

30
5 

14
0 

91
0 

57
4 

37
2 

10
06
 

89
5 

83
4 

98
55
 

△
46
07
 

寛
政
7
年

11
6 

34
40
 

63
7 

41
93
 

60
35
 

43
0 

73
 

90
1 

47
2 

42
5 

12
55
 

95
2 

81
 

10
62
4 

△
64
31
 

寛
政
8
年

68
 

36
80
 

12
85
 

50
33
 

14
40
 

48
3 

16
9 

69
6 

52
4 

43
7 

10
98
 

82
9 

39
47
 

96
24
 

△
45
91
 

文
化
4
年

46
 

22
66
 

83
1 

31
44
 

16
0 

14
0 

44
1 

30
1 

43
3 

87
2 

63
0 

31
 

30
09
 

13
4 

文
化
6
年

28
 

23
14
 

11
79
 

35
21
 

17
0 

75
 

65
1 

30
1 

51
6 

37
8 

74
6 

68
 

29
05
 

61
6 

文
化
7
年

52
 

35
20
 

15
00
 

50
72
 

39
1 

61
 

57
3 

45
8 

53
4 

10
65
 

75
9 

47
 

38
89
 

11
84
 

文
化
8
年

12
9 

25
33
 

83
 

27
44
 

17
9 

64
 

48
7 

22
7 

42
2 

15
0 

84
0 

23
70
 

37
4 

文
政
元
年

47
 

28
71
 

17
99
 

47
18
 

20
6 

89
 

54
1 

42
4 

51
7 

38
0 

89
1 

19
16
 

49
63
 

△
24
5 

文
政
2
年

18
 

23
40
 

22
17
 

45
75
 

26
8 

91
 

51
9 

38
4 

52
2 

34
5 

82
0 

30
 

29
80
 

15
95
 

文
政
3
年

91
 

19
38
 

15
0 

21
79
 

25
5 

84
 

45
5 

42
3 

45
8 

32
2 

78
3 

42
5 

32
06
 

△
10
26
 

文
政
10
年

25
93
 

14
29
 

40
22
 

27
0 

11
5 

37
3 

13
14
 

63
5 

42
5 

39
 

39
1 

35
61
 

46
0 

文
政
11
年

64
 

29
45
 

18
7 

31
95
 

25
0 

36
 

48
7 

91
0 

52
7 

53
4 

18
 

59
 

28
22
 

37
3 

天
保
元
年

20
8 

25
56
 

59
9 

33
62
 

20
3 

38
 

41
5 

10
54
 

56
7 

40
6 

30
 

94
2 

36
54
 

△
29
2 

安
永
・
天
明
期
平
均

97
24
 

97
24
 

13
33
 

29
5 

24
7 

66
1 

36
8 

41
2 

76
 

16
3 

35
55
 

61
68
 

天
明
後
期
平
均

15
0 

34
53
 

23
1 

38
34
 

47
8 

29
0 

17
7 

76
6 

56
8 

41
1 

38
8 

81
2 

46
7 

43
58
 

△
52
3 

寛
政
期
平
均

69
 

34
25
 

11
42
 

46
37
 

25
55
 

40
2 

17
0 

84
9 

58
8 

43
8 

94
8 

10
09
 

13
61
 

83
19
 

△
36
83
 

文
化
期
平
均

64
 

26
58
 

89
8 

36
20
 

22
5 

85
 

53
8 

32
2 

47
7 

61
6 

74
4 

36
 

30
43
 

57
7 

文
政
期
平
均

71
 

25
40
 

10
63
 

36
75
 

0 
24
2 

76
 

46
5 

75
2 

53
8 

40
2 

43
0 

62
7 

35
31
 

14
4 

出
典
：
田
中
家
文
書
・
安
永
6
年
正
月
「
年
々
諸
色
勘
定
帳
」（
24
3
番
）、
文
化
4
年
以
降
は
、
各
年
度
の
「
年
中
諸
色
勘
定
帳
」。

注
：
小
数
点
以
下
は
四
捨
五
入
し
た
。
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る
。
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
の
場
合
、
給
銀
・
日
用
・
肥
代
は
合
計
で
銀
一
貫

四
七
一
匁
余
で
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　

預
り
分
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
で
は
太
郎
吉
・
お
ち
よ
・
お
さ
よ
と
名
前

が
あ
る
。
関
係
者
の
資
金
を
預
か
っ
て
運
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
年
の

場
合
、
銀
額
も
少
な
く
親
族
の
預
り
銀
の
運
用
と
思
わ
れ
る
が
、
寛
政
五
年
以
降

の
も
の
は
銀
額
も
大
き
く
三
郎
左
衛
門
家
の
資
金
調
達
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。
預
り
分
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
は
判
断
が
難
し
い
。
こ
こ
で
は
支
出
と
し

て
、
収
入
か
ら
引
く
こ
と
に
し
た
が
、
預
り
分
が
多
額
に
な
る
と
、
収
支
が
極
端

に
悪
く
な
る
場
合
が
あ
る
。
預
り
分
は
、
資
金
を
預
か
っ
て
運
用
し
て
い
る
も
の

で
、
毎
年
差
し
引
き
さ
れ
て
評
価
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で

あ
る
。

　

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
か
ら
差
引
を
見
る
と
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
ま

で
は
、
銀
八
、九
貫
匁
台
の
利
益
が
出
て
お
り
、
か
な
り
良
好
で
あ
っ
た
が
、
次

第
に
低
下
し
、
天
明
期
に
は
銀
一
、二
貫
匁
台
に
な
っ
た
。
こ
の
動
き
は
、
天
明

後
半
か
ら
寛
政
初
年
ま
で
続
い
て
い
る
。

　

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
か
ら
寛
政
期
は
、
有
銀
他
の
記
載
が
な
く
な
り
、
歩

銀
入
・
売
物
代
・
頼
母
子
落
入
が
収
入
と
な
る
。
売
物
代
は
、
農
産
物
販
売
が
中

心
で
あ
っ
た
。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
以
降
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
ま
で

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
と
同
五
年
に
銀
三
貫
匁
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
極
端
に

低
下
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
三
郎
左
衛
門
家
の
農
業
収
入
は
全
体
に
安
定
し
て
い

た
。
歩
銀
は
利
銀
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
多
く
の
頼
母
子
を
掛
け
た
よ
う
で
、
そ
の

落
ち
が
入
と
な
っ
て
い
る
が
、
銀
二
貫
匁
を
超
え
る
時
も
あ
っ
た
。
頼
母
子
は
支

出
の
方
を
見
る
と
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
か
ら
掛
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
か
ら
は
毎
年
銀
一
貫
匁
前
後
を
掛
け
て
お
り
、
そ
れ
な

り
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
。

　

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
か
ら
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
ま
で
は
、
全
体
に
不

調
で
マ
イ
ナ
ス
の
年
が
多
か
っ
た
。
そ
の
他
の
項
目
の
と
く
に
支
出
が
多
か
っ
た

年
が
あ
る
が
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
は
普
請
入
用
が
銀
一
貫
九
三
八
匁
余
と

不
足
の
三
分
二
を
占
め
て
い
る
。
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
は
使
途
の
記
載
さ
れ

て
い
な
い
銀
二
貫
九
四
二
匁
余
が
あ
っ
た
こ
と
が
不
足
の
幅
を
大
き
く
し
、
寛
政

八
年
（
一
七
九
六
）
は
「
彼
」
と
あ
る
だ
け
で
説
明
が
不
明
な
銀
三
貫
六
二
四
匁

余
が
大
き
か
っ
た
。

　

ま
た
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
か
ら
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
ま
で
は
預
り
分

が
大
き
く
な
っ
て
、
こ
れ
が
収
支
の
大
幅
な
悪
化
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ

預
り
分
は
、
単
年
度
で
決
済
さ
れ
る
性
格
の
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
を
計
算

に
入
れ
な
い
と
す
る
と
、
天
明
六
、七
年
な
ど
は
そ
れ
ほ
ど
収
支
は
悪
く
は
な
ら

な
い
。
そ
れ
以
外
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
安
永
期
か
ら
見
る
と
寛
政
期
に
は
高

ま
っ
て
い
た
が
、
そ
の
他
項
目
が
時
に
大
き
く
な
る
以
外
、
個
別
の
部
門
が
突
出

し
て
高
く
な
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

文
化
・
文
政
期
は
毎
年
の
「
諸
色
勘
定
帳
」
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。
預
り

分
が
な
く
な
り
、
収
支
は
寛
政
期
に
比
べ
る
と
改
善
し
た
も
の
の
そ
の
幅
は
大
き

く
な
い
。
ま
た
文
政
期
に
な
る
と
や
や
収
支
が
悪
く
な
る
。
文
化
期
で
は
年
平
均
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支
出
が
銀
三
貫
〇
四
三
匁
余
に
た
い
し
収
入
が
銀
三
貫
六
二
〇
匁
余
で
あ
っ
た

が
、
文
政
期
に
は
平
均
支
出
が
銀
三
貫
五
三
一
匁
余
、
収
入
が
銀
三
貫
六
七
五
匁

余
と
な
っ
た
。
収
入
が
そ
れ
ほ
ど
上
が
ら
な
か
っ
た
の
に
、
支
出
が
増
え
た
こ
と

が
原
因
で
あ
っ
た
。
買
い
物
が
増
え
て
い
る
の
と
、
そ
の
他
が
増
え
た
こ
と
が
目

立
っ
て
い
る
。
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
で
は
普
請
と
田
地
銀
、
文
政
三
年

（
一
八
二
〇
）
は
費
目
不
明
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
は
「
高
月
（
高
槻
）
御

講
」・
家
普
請
・
隠
居
割
な
ど
が
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
文
化
期
の
経
営
が
安
定
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と

も
い
え
な
い
。
三
郎
左
衛
門
家
に
は
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
一
一
月
に
二
通
の

小
作
宛
米
証
文
の
写
し
が
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
同
家
は
、
所
持
地
合
計

三
町
六
反
三
畝
余
、
分
米
高
四
一
石
九
斗
一
升
四
合
を
質
入
れ
し
て
直
小
作
と
な

り
、
銀
一
二
貫
五
〇
〇
匁
を
借
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
（
６
）。
こ
れ
は
宛
作
帳
に
あ

る
三
郎
左
衛
門
家
の
内
野
高
と
同
じ
で
、
ほ
ぼ
総
て
の
所
持
地
を
小
作
に
入
れ

て
、
資
金
調
達
を
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
が
実
現
し
た
か
は
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
な
ん
ら
か
の
資
金
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
指
摘
で

き
る
。
作
付
け
と
収
穫
を
記
録
し
た
「
歳
々
買
物
作
物
覚
」
に
よ
れ
ば
、
文
化
四

年
（
一
八
〇
七
）
は
淀
川
の
出
水
で
大
不
作
、
同
五
、六
年
も
出
水
と
不
作
が
続

い
て
お
り
、
収
穫
が
悪
化
し
て
い
た
（
７
）。

た
だ
不
作
の
年
は
、
米
価
な
ど
も
上
が
る

の
で
、
収
支
上
は
補
い
が
つ
く
面
も
あ
る
。
収
支
が
何
と
か
も
っ
て
い
る
の
は
、

そ
の
た
め
も
あ
る
。

　

最
後
に
、
肥
代
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
肥
料
は
下
尿
・
干
鰯
を
中
心
に
油
粕

な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
合
計
が
示
さ
れ
て
い
る
。
安
永
五
年

（
一
七
七
六
）
で
は
七
四
二
匁
余
で
、
寛
政
期
に
か
け
て
徐
々
に
増
加
し
、
寛
政

四
年
（
一
七
九
二
）
に
は
銀
九
五
四
匁
余
と
な
っ
た
。
ま
た
文
化
四
年

（
一
八
〇
七
）
か
ら
は
、
一
段
下
が
っ
て
銀
四
、五
〇
〇
匁
前
後
で
推
移
し
て
い

る
。
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
で
は
総
支
出
の
三
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
寛
政
四

年
（
一
七
九
二
）
で
は
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
で
は

一
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
安
永
期
は
帳
簿
の
記
載
に
頼
母
子
掛
・

銀
銭
遣
・
そ
の
他
な
ど
の
項
目
が
な
か
っ
た
た
め
、
家
計
に
占
め
る
肥
代
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
農
業
経
費
に
占
め
る
割
合
は
算
出
で
き

な
か
っ
た
。

三　

三
郎
左
衛
門
家
の
作
付
け
と
収
穫

　

表
４
は
三
郎
左
衛
門
家
の
手
作
り
分
の
作
付
け
面
積
と
収
穫
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
明
和
・
安
永
期
と
寛
政
〜
文
化
初
年
ま
で
の
史
料
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
便

宜
上
明
和
・
安
永
期
、
寛
政
・
享
和
期
、
文
化
期
と
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均

値
を
算
出
し
て
お
い
た
。

　

表
作
は
、
明
和
・
安
永
期
で
平
均
一
町
六
反
余
、
寛
政
・
享
和
期
で
一
町
八
反

余
、
文
化
期
で
一
町
四
反
三
畝
余
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
明
和
・
安
永
期
は
芋
と

綿
に
作
付
け
記
録
の
な
い
年
や
収
穫
記
載
は
あ
る
の
に
作
付
け
面
積
が
欠
け
て
い

る
年
が
あ
る
の
で
、
実
際
に
は
も
う
少
し
作
付
け
面
積
は
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
明
和
・
安
永
期
か
ら
寛
政
・
享
和
期
に
は
あ
ま
り
変
化
は
な
か
っ
た
の
で



180

表
4　
田
中
家
の
作
付
け
と
収
穫

品
目

米
綿

芋
表
作

合
計

（
畝
）

菜
種

麦
安

大
麦
（
荒
麦
）

小
麦

空
豆

裏
作

合
計

年
代

収
穫

（
石
）

面
積

（
畝
）

反
収

（
石
）

収
穫

（
斤
）

面
積

（
畝
）

反
収

（
斤
）

銭
（
文
）

面
積

（
畝
）

反
収

（
文
）

収
穫

（
石
）

面
積

（
畝
）

反
収

（
石
）

収
穫

（
石
）

面
積

（
畝
）

反
収

（
石
）

収
穫

（
石
）

面
積

（
畝
）

反
収

（
石
）

収
穫

（
石
）

面
積

（
畝
）

反
収

（
石
）

収
穫

（
石
）

面
積

（
畝
）

反
収

（
石
）

明
和
8
年

38
.90
 

17
5.5
 

2.2
2 

17
5.5
 

3.5
3 

36
.0 

1.0
0 

7.7
0 

32
.0 

2.4
0 

7.4
0 

31
.0 

1.3
8 

4.2
8 

0.4
2 

3.0
 

1.4
0 

10
2.0
 

安
永
元
年

28
.40
 

12
8.2
 

2.2
2 

35
6.0
 

34
.0 

10
4.7
 

27
00

2.0
 
13
50
0 

16
4.2
 

2.7
2 

34
.0 

0.8
0 

3.9
0 

14
.7 

2.7
5 

9.0
0 

41
.0 

2.1
9 

8.9
8 

0.2
6 

1.0
 

2.6
0 

90
.7 

安
永
2
年

33
.00
 

14
7.5
 

2.2
4 

51
.0 

5.0
 

10
2.0
 

81
00

2.0
 
40
50
0 

15
4.5
 

3.8
8 

41
.0 

0.9
4 

4.5
8 

16
.8 

2.9
0 

6.5
0 

3.5
 

1.8
5 

1.5
5 

7.0
 

2.2
0 

0.2
0 

1.0
 

2.0
0 

69
.3 

安
永
3
年

29
.60
 

14
6.0
 

2.0
3 

27
7.0
 

35
.0 

79
.1 

18
1.0
 

3.3
8 

44
.0 

0.7
7 

6.1
0 

26
.1 

2.3
4 

7.5
0 

37
.7 

2.0
0 

1.4
7 

8.0
 

1.8
4 

0.2
5 

1.7
 

1.5
0 

11
7.4
 

安
永
4
年

29
.20
 

12
4.3
 

2.3
5 

89
.0 

12
4.3
 

4.5
0 

45
.0 

1.0
0 

3.0
0 

15
.0 

2.0
0 

1.9
7 

19
.0 

1.0
0 

0.0
0 

0.7
 

0.0
0 

79
.7 

寛
政
10
年

35
.90
 

15
9.3
 

2.2
6 

47
9.0
 

26
.0 

18
4.2
 

29
35
0

8.3
 
35
23
4 

19
3.7
 

7.5
3 

75
.0 

1.0
0 

7.2
0 

24
.0 

3.0
0 

1.7
0 

7.0
 

2.4
3 

1.6
3 

10
.3 

1.5
8 

0.2
6 

2.0
 

1.3
0 

11
8.3
 

寛
政
11
年

30
.85
 

14
4.8
 

2.1
3 

27
5.0
 

27
.0 

10
1.9
 

26
50
3

8.5
 
31
18
0 

18
0.3
 

6.3
0 

66
.0 

0.9
5 

7.0
0 

24
.6 

2.8
5 

1.4
0 

6.3
 

2.2
2 

2.3
0 

10
.0 

2.3
0 

0.3
5 

1.3
 

2.6
3 

10
8.2
 

寛
政
12
年

33
.20
 

15
2.0
 

2.1
8 

26
2.0
 

19
.0 

13
8.0
 

27
40
6

8.7
 
31
61
0 

17
9.7
 

5.0
0 

65
.0 

0.7
7 

6.4
6 

24
.0 

2.6
3 

0.6
0 

2.5
 

2.4
0 

1.8
0 

11
.0 

1.6
4 

0.3
0 

1.5
 

2.0
0 

10
4.0
 

享
和
元
年

30
.40
 

14
1.8
 

2.1
5 

34
3.0
 

26
.0 

13
1.9
 

30
70
0

13
.0 

23
61
5 

18
0.8
 

5.4
0 

60
.0 

0.9
0 

7.0
0 

34
.0 

2.0
6 

1.6
0 

8.5
 

2.0
0 

0.2
0 

1.5
 

1.3
0 

10
4.0
 

享
和
2
年

29
.60
 

15
4.8
 

1.9
1 

63
.0 

8.0
 

78
.8 

34
00
0

12
.0 

28
33
3 

17
4.8
 

5.0
0 

63
.0 

0.7
9 

7.6
0 

24
.0 

2.8
5 

1.5
5 

1.0
 

1.5
5 

0.1
8 

88
.0 

享
和
3
年

32
.70
 

14
6.0
 

2.2
4 

38
1.0
 

25
.0 

15
2.4
 

25
50
0

11
.8 

21
61
0 

18
2.8
 

6.4
3 

71
.5 

0.9
0 

6.7
5 

26
.5 

2.5
5 

1.9
7 

9.0
 

1.7
4 

0.4
5 

1.5
 

3.0
0 

10
8.5
 

文
化
元
年

32
.00
 

14
4.8
 

2.2
1 

38
2.0
 

25
.0 

15
2.8
 

26
60
0

10
.0 

26
60
0 

17
9.8
 

4.9
5 

64
.0 

0.7
8 

6.1
0 

26
.0 

2.3
5 

1.3
4 

11
.7 

1.1
5 

0.3
5 

1.2
 

3.0
0 

10
2.9
 

文
化
2
年

27
.80
 

11
6.0
 

2.4
0 

41
9.0
 

25
.0 

16
7.6
 

12
60
0

5.0
 
25
20
0 

14
6.0
 

4.8
0 

50
.0 

0.9
5 

6.3
5 

29
.0 

2.1
9 

1.3
5 

7.5
 

1.8
0 

0.1
0 

0.6
 

0.1
8 

87
.1 

文
化
3
年

28
.10
 

11
4.0
 

2.4
7 

40
8.0
 

25
.0 

16
3.2
 

20
55
0

7.0
 
29
35
7 

14
6.0
 

5.0
9 

50
.0 

1.0
2 

8.0
0 

26
.0 

2.8
5 

1.6
0 

7.5
 

2.1
0 

0.1
8 

1.0
 

1.8
0 

84
.5 

文
化
4
年

16
.06
 

11
3.0
 

1.4
2 

66
.0 

8.0
 

82
.5 

20
60
0

7.0
 
29
42
9 

12
8.0
 

5.4
0 

44
.0 

1.2
3 

9.3
0 

31
.0 

3.0
0 

2.2
5 

11
.0 

2.0
0 

0.1
8 

1.0
 

1.8
0 

87
.0 

文
化
5
年

23
.80
 

11
0.5
 

2.1
0 

71
.0 

13
.0 

54
.6 

16
15
0

9.0
 
17
94
4 

13
2.5
 

5.1
5 

5.0
 

1.0
3 

7.1
1 

31
.0 

2.2
9 

1.2
0 

8.0
 

1.5
0 

0.4
0 

1.3
 

3.0
0 

45
.3 

文
化
6
年

24
.40
 

10
9.0
 

2.2
4 

98
.0 

15
.0 

65
.3 

10
03
9

5.0
 
20
07
8 

12
9.0
 

5.7
0 

52
.0 

1.1
0 

7.7
7 

26
.0 

2.9
9 

1.5
3 

5.0
 

3.0
0 

0.3
0 

1.0
 

3.0
0 

61
.0 

明
和
・
安
永
期
平
均

31
.82
 

14
4.3
 

2.2
1 

22
8.0
 

24
.7 

95
.3 

54
00

2.0
 
27
00
0 

15
9.9
 

3.6
0 

40
.0 

0.9
0 

5.5
7 

22
.4 

2.6
0 

6.6
8 

25
.6 

1.8
8 

3.6
5 

11
.3 

1.6
8 

0.1
5 

1.5
 

1.5
0 

91
.8 

寛
政
・
享
和
期
平
均

32
.11
 

14
9.8
 

2.1
4 

30
0.5

21
.8 

13
1.2
 

28
91
0 

10
.4 

27
84
3 

18
2.0
 

5.9
4 

66
.8 

0.8
9 

7.0
0 

26
.2 

2.6
6 

1.2
3 

5.3
 

2.3
5 

1.8
1 

8.3
 

1.8
0 

0.2
9 

1.6
 

2.0
5 

10
5.2
 

文
化
期
平
均

25
.36
 

11
7.9
 

2.1
4 

24
0.7
 

18
.5 

11
4.3
 
17
75
6.5

7.2
 
24
77
7 

14
3.6
 

5.1
8 

44
.2 

1.0
2 

7.4
4 

28
.2 

2.6
1 

1.5
5 

8.5
 

1.9
3 

0.2
5 

1.0
 

2.1
3 

78
.0 

出
典
：
田
中
家
文
書
・
明
和
8
年
よ
り
安
永
4
年
ま
で
は
明
和
8
年
正
月
「
年
々
覚
日
記
」（
24
1
番
）、
寛
政
10
年
よ
り
文
化
6
年
ま
で
は
寛
政
10
年
正
月
「
年
々
買
物
作
物
覚
」（
24
4
番
）。

注
：
反
畝
に
つ
い
て
、
小
数
点
以
下
は
10
進
法
で
計
算
し
直
し
た
数
値
を
入
れ
て
い
る
。

　
　
収
穫
・
反
畝
・
反
収
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
か
欠
け
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
計
算
し
て
補
っ
た
。

　
　
ま
た
面
積
な
ど
の
記
載
が
一
部
な
い
場
合
は
、
反
収
な
ど
は
そ
れ
に
合
わ
せ
て
調
整
し
た
。

　
　
石
は
小
数
点
2
桁
、
畝
と
斤
は
小
数
点
1
桁
で
四
捨
五
入
し
た
。
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は
な
か
ろ
う
か
。

　

裏
作
に
つ
い
て
は
寛
政
・
享
和
期
が
一
町
五
畝
余
と
な
り
、
前
後
は
一
町
を

割
っ
て
い
る
。
大
麦
に
つ
い
て
は
、
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
か
ら
記
載
が
欠

け
る
が
、
こ
ち
ら
は
作
付
け
を
し
な
く
な
っ
た
と
見
て
よ
い
。
寛
政
・
享
和
期
の

裏
作
率
は
五
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
摂
津
武
庫
郡
西
混
陽
村
氏
田
家
の

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
よ
り
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
の
間
の
裏
作
率
八
六

パ
ー
セ
ン
ト
（
８
）、

同
上
瓦
林
村
岡
本
家
の
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
の
九
二
パ
ー
セ

ン
ト
と
比
べ
る
と
（
９
）、

耕
地
条
件
が
悪
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
淀
川
沿
岸
の
低
湿

地
で
あ
る
た
め
水
害
を
常
時
受
け
、
裏
作
に
適
す
る
耕
地
が
少
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

作
物
は
、
表
作
で
米
・
綿
・
芋
、
裏
作
で
麦
安
（
裸
麦
）・
菜
種
・
大
麦
・
小

麦
・
空
豆
と
な
っ
て
い
る
。
作
付
け
は
表
作
で
は
米
が
最
大
で
寛
政
・
享
和
期
で

平
均
一
町
四
反
九
畝
余
で
、
表
作
全
体
の
八
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
綿
が
二
反
一
畝

余
、
芋
が
一
反
余
で
米
作
が
中
心
だ
っ
た
。
文
化
期
に
表
作
が
一
町
四
反
三
畝
余

に
減
少
す
る
の
は
、
全
体
的
に
減
少
し
た
も
の
の
、
米
の
作
付
け
の
減
少
が
基
本

だ
っ
た
。
恐
ら
く
小
作
に
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

芋
は
、
販
売
用
と
し
て
栽
培
さ
れ
た
よ
う
で
、
初
め
か
ら
銭
貨
で
収
穫
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
作
付
け
面
積
は
寛
政
・
享
和
期
で
も
一
反
余
だ
っ
た
の

で
、
大
き
い
も
の
で
は
な
い
。
綿
に
つ
い
て
は
、
作
付
け
が
明
和
・
安
永
期
で
二

反
四
畝
余
で
以
後
、
減
少
し
て
い
っ
た
。

　

裏
作
に
つ
い
て
は
菜
種
が
中
心
で
寛
政
・
享
和
期
で
作
付
け
全
体
の
六
三
パ
ー

セ
ン
ト
に
及
ん
だ
。
そ
の
他
は
、
麦
安
・
大
麦
・
小
麦
な
ど
麦
類
で
あ
っ
た
。
麦

安
は
明
和
・
安
永
期
の
二
反
二
畝
余
か
ら
文
化
期
の
二
反
八
畝
余
と
増
加
傾
向
を

示
し
た
。
こ
れ
は
大
麦
が
減
少
し
て
文
化
期
に
は
作
付
け
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ

と
、
小
麦
の
作
付
け
減
少
と
対
照
的
で
あ
る
。
麦
安
は
押
し
麦
や
挽
き
割
り
に
し

て
食
用
に
さ
れ
た
も
の
で
、
基
本
的
に
は
自
家
消
費
さ
れ
た
が
、
販
売
さ
れ
た
も

の
も
あ
っ
た
。
空
豆
は
、
摂
津
で
は
よ
く
作
ら
れ
て
販
売
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
作
付
け
面
積
は
一
畝
余
で
収
穫
も
一
石
に
満
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、

売
ら
れ
た
と
し
て
も
あ
ま
り
収
益
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

反
収
に
つ
い
て
は
、
米
は
明
和
・
安
永
期
に
は
二
石
二
斗
、
そ
の
後
は
二
石
一

斗
と
や
や
減
じ
て
い
る
。
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）、享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）、

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
〜
同
六
年
ま
で
出
水
・
大

不
作
な
ど
の
記
事
が
あ
り
、
反
収
の
減
少
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
た
だ
表
2
に

あ
る
よ
う
に
、
天
保
期
に
な
る
と
平
均
二
石
四
斗
余
と
な
る
の
で
文
化
期
以
降
に

上
昇
が
見
ら
れ
る
。
綿
は
明
和
・
安
永
期
は
九
五
斤
、
寛
政
・
享
和
期
は
一
三
一

斤
余
と
良
好
で
、
文
化
期
に
は
一
一
四
斤
余
に
な
っ
た
。
文
化
四
〜
六
年

（
一
八
〇
七
〜
〇
九
）
の
不
作
が
大
き
く
、
単
年
度
で
見
る
と
享
和
三
年

（
一
八
〇
三
）
か
ら
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
ま
で
は
一
五
〇
斤
を
上
回
る
年
が

続
い
て
い
る
の
で
生
産
力
は
上
昇
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
菜
種
は
、
明
和
・

安
永
期
は
九
斗
余
で
寛
政
・
享
和
期
に
は
八
斗
と
低
迷
し
た
が
、
文
化
期
に
は
一

石
余
と
上
昇
し
て
い
る
。
摂
津
武
庫
郡
西
混
陽
村
の
氏
田
家
の
場
合
、
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
〜
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
で
米
の
反
収
は
二
石
九
升
、
綿
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一
二
六
斤
、
菜
種
七
斗
三
升
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
よ
り
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
ま
で

の
米
の
平
均
は
二
石
三
斗
九
升
と
な
っ
て
お
り
、
文
化
期
か
ら
天
保
期
に
生
産
力

が
上
昇
し
た
こ
と
も
同
じ
だ
っ
た
）
10
（

。

四　

農
産
物
販
売

　

農
産
物
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
各
年
度
の
「
万
覚
之
日
記
」
と
「
年
中
諸
色
勘

定
帳
」
か
ら
拾
い
出
す
形
で
、
そ
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。「
万
覚
之
日

記
」
は
、
毎
年
の
金
銭
出
入
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
年
中
諸
色
勘
定

帳
」
は
こ
れ
を
ま
と
め
て
、
収
支
を
計
算
し
た
も
の
で
、「
万
覚
之
日
記
」
に
比

べ
て
、
各
販
売
品
目
の
合
計
だ
け
が
記
載
さ
れ
、
項
目
数
も
少
な
い
。
こ
こ
で

は
、「
万
覚
之
日
記
」
の
欠
け
た
と
こ
ろ
だ
け
補
っ
た
。

　

表
５
は
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
か
ら
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
ま
で
の
農

産
物
販
売
の
推
移
を
示
し
た
。
合
計
額
の
推
移
を
見
る
と
、
お
お
む
ね
銀
二
貫
匁

よ
り
銀
三
貫
匁
台
が
中
心
で
、
時
に
は
銀
一
貫
匁
台
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

「
諸
色
勘
定
帳
」
に
よ
る
収
支
で
は
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
よ
り
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
ま
で
「
売
物
代
」
と
し
て
銀
三
貫
匁
台
で
推
移
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
に
比
べ
る
と
や
や
少
な
い
。
農
産
物
販
売
と
収
支
の
重
な
っ
た
デ
ー
タ
が
あ

る
年
は
、
天
明
六
、七
年
と
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
だ
け
で
あ
る
。
天
明
六
年

（
一
七
八
六
）
で
は
、
銀
四
六
三
匁
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
で
は
銀
五
七
九

匁
余
ほ
ど
収
支
の
売
物
代
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
で
は
、
銀
一
貫
五
五
二
匁
余
と
差
が
目
立
っ
て
い
る
が
、
理
由
は

は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
う
し
た
点
で
問
題
も
あ
る
が
、
農
産
物
販
売
の
状
況
を
把

握
す
る
手
が
か
り
に
は
な
ろ
う
。

　

表
は
販
売
代
銀
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
は
米
類
で
あ
っ
た
。
販

売
の
比
率
が
極
端
に
低
い
時
も
あ
っ
た
が
、
だ
い
た
い
は
五
、六
〇
パ
ー
セ
ン
ト

台
で
推
移
し
、
時
に
は
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
時
も
あ
っ
た
。
米
類
の
内
、

全
体
を
通
じ
て
出
て
く
る
の
は
米
と
餅
米
で
、
他
は
白
米
・
籾
摺
米
・
餅
籾
種
・

籾
種
な
ど
で
あ
っ
た
。
白
米
以
下
は
近
隣
の
も
の
の
需
要
に
応
え
た
も
の
で
、
そ

の
額
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
米
は
二
〇
石
台
の
販
売
が
多
く
、
三
〇
石
台
と
な
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
餅
米
は
、
安
永
〜
享
和
期
ま
で
は
四
石
を
超
え
る
こ
と
も
多

か
っ
た
が
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
の
四
石
九
斗
四
升
の
販
売
を
最
後
に
、
次

第
に
低
減
し
て
、
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
に
は
一
石
未
満
と
な
り
、
天
保
期

に
及
ん
で
い
る
。
米
類
に
は
、
小
作
米
と
手
作
米
の
区
別
は
な
い
。
し
か
し
手
作

地
の
収
穫
は
寛
政
・
享
和
期
で
平
均
三
二
石
余
、
文
化
初
年
に
は
二
五
石
余
だ
っ

た
。
こ
れ
に
た
い
し
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
の
同
家
の
年
貢
は
三
〇
石
四
斗
六

升
一
合
で
あ
っ
た
の
で
、
手
作
米
だ
け
で
は
販
売
分
が
出
て
こ
な
い
計
算
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
小
作
米
分
が
含
ま
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
。

　

米
や
餅
米
は
、
適
宜
二
、三
石
程
度
を
数
人
に
売
る
場
合
と
、
米
屋
吉
兵
衛
と

い
う
出
入
り
の
米
屋
に
売
る
場
合
が
あ
っ
た
。
米
屋
吉
兵
衛
は
、「
万
覚
之
日
記
」

帳
の
最
後
に
、
口
座
が
作
ら
れ
て
お
り
、
出
入
り
の
米
穀
商
で
あ
っ
た
。
春
・
秋

に
一
定
の
米
・
麦
な
ど
を
渡
し
、
こ
の
代
わ
り
に
日
常
必
要
な
品
物
や
支
払
い
を
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行
っ
て
も
ら
い
、
盆
暮
れ
に
決
済
し
て
い
る
。
米
屋
吉
兵
衛
へ

の
販
売
額
が
大
き
く
な
っ
た
時
も
あ
る
が
、
大
抵
は
分
散
し
て

販
売
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
米
屋
吉
兵
衛
が
同
家
の
販
売
を
独

占
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
四
斗
程
度
（
一
俵
）
を
村

の
百
姓
と
思
わ
れ
る
も
の
に
売
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
大
工

な
ど
と
肩
書
き
が
付
い
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
食
料
と
し
て
直

接
消
費
者
に
販
売
し
た
。
ま
た
年
貢
米
の
不
足
分
を
補
う
た
め

に
米
を
貸
し
、
わ
ず
か
だ
が
代
銀
で
受
け
取
る
形
式
も
、
毎
年

数
名
見
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
も
、
販
売
米
と
し
て
処
理
し
た

が
、
な
か
に
は
米
で
返
済
す
る
も
の
も
あ
り
、
こ
ち
ら
は
販
売

と
は
扱
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
主
と
し
て
融
通
的
な
販
売
・

貸
付
で
あ
っ
た
。
な
お
米
は
古
米
と
新
米
を
合
わ
せ
て
販
売
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
新
米
を
売
り
切
ら
な
い
で
、
翌
年
に
廻

し
て
調
整
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

麦
類
は
、
小
麦
と
麦
安
（
裸
麦
）
を
売
っ
て
い
た
。
小
麦
は

文
政
期
ま
で
は
、
四
〜
五
石
程
度
で
、
文
政
期
以
降
は
二
〜
三

石
程
度
と
な
り
、
次
第
に
減
少
し
た
。
麦
安
は
三
〜
四
石
程
度

だ
っ
た
が
、
や
が
て
一
石
を
下
回
り
、
売
ら
れ
な
い
時
も
多

か
っ
た
。
手
作
り
作
付
け
で
は
、
麦
安
が
二
反
程
度
、
小
麦
が

明
和
・
安
永
期
に
は
一
反
余
で
、
寛
政
期
以
降
は
八
畝
程
度
で

あ
っ
た
。
収
穫
は
麦
安
が
五
石
〜
七
石
余
、
小
麦
が
一
石
〜
三

表 5　三郎左衛門家の農産物販売（単位、匁・％）
年代 米類 麦類 菜種類 綿類 その他 合計 米類 麦類 菜種類 綿類 その他

安永９年 1490 253 484 72 2299 64.8 11 21.1 3.1 0
天明６年 1352 243 786 256 291 2927 46.2 8.3 26.9 8.7 9.9
天明７年 1644 592 151 345 2732 60.2 21.7 0 5.5 12.6
寛政４年 946 427 1484 483 32 3372 28.1 12.7 44 14.3 0.9
寛政８年 1924 142 36 25 2127 90.5 6.7 0 1.7 1.2
寛政９年 1747 133 296 342 63 2581 67.7 5.2 11.5 13.3 2.4
寛政10年 1239 187 691 662 52 2831 43.8 6.6 24.4 23.4 1.8
寛政12年 1629 246 861 489 82 3306 49.3 7.4 26 14.8 2.5
享和元年 1328 207 380 556 839 3309 40.1 6.3 11.5 16.8 25.4
享和２年 839 170 380 160 75 1624 51.7 10.5 23.4 9.9 4.6
享和３年 1487 171 737 65 2460 60.4 7 0 30 2.6
文化４年 1556 5 343 58 264 2225 69.9 0.2 15.4 2.6 11.8
文化６年 1551 556 96 38 2241 69.2 24.8 0 4.3 1.7
文化８年 1956 307 419 99 49 2830 69.1 10.9 14.8 3.5 1.7
文化９年 1037 345 320 419 38 2159 48 16 14.8 19.4 1.7
文化10年 1264 383 433 42 2122 59.6 18 0 20.4 2
文化11年 1045 302 932 413 32 2723 38.4 11.1 34.2 15.2 1.2
文化12年 1914 214 860 147 42 3177 60.3 6.7 27.1 4.6 1.3
文政元年 1438 196 738 450 38 2861 50.3 6.9 25.8 15.7 1.3
文政２年 1280 181 380 418 41 2300 55.6 7.9 16.5 18.2 1.8
文政３年 1255 129 80 14 1477 84.9 8.7 0 5.4 0.9
文政10年 577 168 339 505 18 1607 35.9 10.4 21.1 31.4 1.1
文政11年 1821 128 490 260 337 3037 60 4.2 16.2 8.6 11.1
天保元年 2194 168 194 2556 85.8 6.6 0 7.6 0
天保11年 2465 196 603 241 106 3611 68.3 5.4 16.7 6.7 2.9
天保12年 2775 146 527 513 126 4087 67.9 3.6 12.9 12.6 3.1
安永・天明期平均 1495 363 424 160 212 2653 56.4 13.7 16 6 8
寛政・享和期平均 1392 210 511 433 154 2701 51.5 7.8 18.9 16 5.7
文化期平均 1475 302 410 238 72 2497 59.1 12.1 16.4 9.5 2.9
文政期平均 1274 160 390 343 90 2256 56.5 7.1 17.3 15.2 4
天保期平均 2478 170 377 316 77 3418 72.5 5 11 9.2 2.3
出典： 田中家文書：各年度の「万覚之日記」、文化 4年、文化 15 年～文政 3年、文政 11、12 年はその年度の「諸

色勘定帳」。
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石
台
で
あ
っ
た
。
麦
安
は
自
家
消
費
す
る
た
め
に
栽
培
す
る
こ
と
が
一
般
的
で

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
余
剰
を
販
売
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
麦
に
つ
い
て
も
自
家

消
費
分
以
外
を
売
っ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
麦
安
よ
り
は
販
売
し
て
い
る
と
い
え

る
。
小
麦
は
宛
作
年
貢
を
徴
収
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
販
売
に
含
ま
れ
て
い

る
。

　

菜
種
類
は
菜
種
と
菜
種
種
で
あ
る
。
菜
種
種
は
種
不
足
の
農
民
に
売
っ
た
も
の

で
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
し
か
記
述
が
な
い
し
、
代
銀
も
九
分
六
厘
で
わ
ず

か
で
あ
る
。
菜
種
は
、
裏
作
と
し
て
作
付
け
さ
れ
た
の
で
、
米
作
と
競
合
し
な

か
っ
た
。
し
か
も
比
較
的
価
格
も
高
か
っ
た
か
ら
、
畿
内
農
村
で
は
多
く
栽
培
さ

れ
、
春
に
収
穫
・
販
売
し
て
、
そ
の
代
銀
が
肥
料
購
入
に
充
て
ら
れ
た
と
い
わ
れ

る
。
作
付
け
は
四
反
余
〜
六
反
余
で
あ
っ
た
。
裏
作
の
作
物
の
な
か
で
は
、
も
っ

と
も
作
付
け
が
多
い
が
、
同
家
の
裏
作
率
自
体
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
と
あ
ま
り

高
く
な
い
の
で
、
収
入
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

　

菜
種
は
、
余
力
の
あ
る
農
民
は
、
そ
の
年
の
販
売
価
格
の
動
向
を
見
て
、
販
売

を
見
合
わ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
販
売
し
て
い
な
い
年
が
多
く
見
ら
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
収
穫
が
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
販
売
を
見
合
わ
せ
た
年
も

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
で
は
菜
種
一
七
石
余
を
販
売
し

て
一
貫
四
八
四
匁
余
と
い
う
通
常
の
二
倍
程
度
の
収
入
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
な
ど

は
単
年
度
の
収
穫
か
ら
は
考
え
に
く
い
の
で
、
前
年
分
と
ま
と
め
て
販
売
し
た
可

能
性
が
あ
る
。
こ
の
年
は
、
米
の
販
売
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
収
入
を
補
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
全
体
の
収
入
比
率
で
は
、
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
前
後
し
て
動
い

て
い
た
。

　

綿
類
は
、
綿
・
ぶ
ろ
綿
・
は
ね
綿
・
繰
綿
・
取
込
綿
・
綿
実
・
綿
種
と
白
木

綿
・
縞
木
綿
・
木
綿
な
ど
の
記
載
が
あ
る
。
綿
・
ぶ
ろ
綿
・
は
ね
綿
は
ほ
ぼ
毎
年

販
売
さ
れ
て
い
る
。
ぶ
ろ
綿
・
は
ね
綿
・
取
込
綿
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。

ま
た
白
木
綿
・
縞
木
綿
は
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
初
め
て
現
れ
、
享
和
三

年
（
一
八
〇
三
）
ま
で
は
ほ
ぼ
毎
年
販
売
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
文
化
一
二
年

（
一
八
一
五
）
と
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
に
販
売
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は

記
事
が
な
い
。
綿
や
糸
を
買
っ
て
い
た
記
事
も
な
い
の
で
、
自
家
の
綿
で
織
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
農
産
加
工
品
で
あ
る
が
、
農
産
物
に
入
れ
て
お
い
た
。
買

付
人
と
し
て
は
、
平
九
郎
が
比
較
的
頻
繁
に
買
い
付
け
た
。
平
九
郎
は
、
米
や
菜

種
も
買
い
付
け
て
お
り
、
口
座
的
な
も
の
が
設
け
ら
れ
る
時
も
あ
っ
た
が
、
安
定

し
な
か
っ
た
。
米
屋
吉
兵
衛
は
菜
種
は
買
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
綿
は
ほ
と

ん
ど
買
っ
て
い
な
い
。

　

綿
類
の
農
産
物
販
売
の
比
重
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
あ
っ
た
。
寛
政
一
〇

年
の
よ
う
に
、
二
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
年
も
あ
っ
た
が
、
全
体
に
は
菜
種

よ
り
は
一
段
と
低
い
比
重
で
推
移
し
て
い
る
。
綿
作
は
、
二
反
程
度
で
、
収
穫
は

一
〇
〇
斤
程
度
と
な
っ
て
い
る
が
、
販
売
を
見
る
と
二
〇
〇
斤
を
超
え
る
時
も
多

か
っ
た
。
翌
年
に
持
ち
越
す
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
他
は
、
芋
・
大
根
・
茄
子
・
芋
種
・
黍
な
ど
の
野
菜
類
が
中
心
で
、
空

豆
・
小
豆
な
ど
の
豆
類
、
柿
・
梅
な
ど
の
果
実
類
、
糠
・
藁
・
小
麦
藁
な
ど
の
副

産
物
、
俵
・
縄
な
ど
の
加
工
品
、
葦
・
萱
・
小
竹
・
抜
割
木
な
ど
の
草
木
類
の
多
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岐
に
わ
た
っ
た
。
野
菜
や
果
実
は
、
寺
方
屋
六
兵
衛
と
い
う
仲
買
商
が
中
心
に
買

い
付
け
が
あ
っ
た
が
、
大
根
・
糠
・
藁
な
ど
は
、
近
隣
の
も
の
へ
売
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
比
重
は
、
高
い
年
も
あ
る
が
、
大
体
は
一
〜
二
パ
ー
セ
ン
ト
台
で
あ

る
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
が
比
重
が
高
か
っ
た
の
は
、
こ
の
年
、
萱

九
七
〇
〇
束
を
銀
四
〇
〇
匁
で
販
売
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

五　

肥
料
購
入

　
「
万
覚
之
日
記
」
に
は
、「
肥
之
分
」
な
ど
と
い
う
肥
料
購
入
の
口
座
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
三
郎
左
衛
門
家
の
肥
料
購
入
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

表
６
は
、
購
入
肥
料
の
品
目
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
数
値
は
、
購
入
経
費

な
ど
を
含
め
た
総
額
を
示
し
た
。
家
計
収
支
で
記
載
さ
れ
た
肥
代
と
は
、
一
致
し

な
い
が
、
極
端
な
違
い
も
な
い
。
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
以
外
は
、
家
計
収

支
の
数
値
の
方
が
少
な
か
っ
た
。
三
郎
左
衛
門
家
の
肥
料
購
入
の
基
本
は
、
尿
と

干
鰯
で
、
こ
れ
に
油
粕
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
尿
と
干
鰯
の
購
入
銀
額
の
比
率
を

見
る
と
、
両
者
で
八
〇
〜
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
な
お
干
鰯
は
、
砕

き
と
称
さ
れ
た
干
鰯
を
砕
い
た
も
の
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
。
内
容
は
同
じ
な

の
で
、
こ
こ
で
は
干
鰯
と
区
別
し
な
か
っ
た
が
、
購
入
記
録
に
時
々
現
れ
る
こ
と

は
あ
る
が
、
同
家
の
よ
う
に
恒
常
的
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
少
な
い
。
文
政

九
年
（
一
八
二
六
）
か
ら
は
干
鰯
に
替
わ
っ
て
鯡
粕
が
購
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

一
方
、
油
粕
の
購
入
は
な
く
な
る
。
欠
け
て
い
る
年
次
が
多
い
の
で
、
は
っ
き
り

し
な
い
が
文
化
末
年
か
ら
文
政
初
期
に
肥
料
構
成
の
変
化
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ

る
。

表
6　
三
郎
左
衛
門
家
の
肥
料
購
入
品
目
（
単
位
：
匁
）

品
目

安
永

９
年

天
明
６
年

天
明
７
年

寛
政
４
年

寛
政
８
年

寛
政

９
年

寛
政

10
年

寛
政

12
年

享
和

元
年

享
和
２
年

享
和

３
年

文
化

６
年

文
化

８
年

文
化

９
年

文
化

10
年

文
化
11
年

文
化

12
年

文
政

９
年

文
政

10
年

天
保

11
年

天
保

12
年

請
尿

29
0 

38
2 

43
1 

46
0 

43
5 

37
6 

33
0 

29
0 

29
2 

30
8 

38
0 

34
4 

32
3 

32
8 

35
9 

28
7 

30
2 

18
8 

19
0 

17
0 

14
0 

干
鰯

19
7 

37
 

41
6 

39
2 

39
5 

16
49
 

28
6 

22
8 

26
7 

46
7 

36
6 

30
4 

16
1 

22
7 

30
9 

26
3 

16
1 

42
5 

〆
粕

78
 

78
 

鯡
69
 

鯡
粕

12
0 

13
5 

62
 

そ
の
他
魚
肥

25
4 

10
7 

15
0 

14
2 

30
 

49
 

72
 

10
0 

油
粕

33
 

30
 

32
 

49
 

64
 

70
 

15
3 

84
 

77
 

38
 

75
 

17
 

そ
の
他

20
 

40
 

58
 

合
計

59
0 

78
1 

95
3 

10
34
 

83
0 

20
74
 

77
8 

61
1 

66
9 

83
3 

89
9 

73
1 

56
1 

60
4 

70
6 

62
4 

55
8 

38
0 

32
5 

59
5 

30
1 

尿
の
比
重

49
 

49
 

45
 

44
 

52
 

18
 

42
 

47
 

44
 

37
 

42
 

47
 

58
 

54
 

51
 

46
 

54
 

50
 

59
 

29
 

46
 

干
鰯
の
比
重

33
 

5 
44
 

38
 

48
 

80
 

37
 

37
 

40
 

56
 

41
 

42
 

29
 

38
 

44
 

42
 

29
 

0 
0 

71
 

0 
諸
色
勘
定
の
肥
代

55
0 

69
2 

95
4 

69
6 

65
1 

48
7 

37
3 

出
典
：
田
中
家
文
書
・
各
年
度
の
「
万
覚
之
日
記
帳
」。
諸
色
勘
定
の
肥
料
代
は
表
3。
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そ
の
他
の
魚
肥
で
は
、
鯵
・
キ
ビ
ナ
ゴ
・
鮪
・
平
子
・
し
び
取
・
数
子
・
羽
鯡

な
ど
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
比
重
は
大
き
く
な
か
っ
た
。
ま
た
そ
の
他
で
は
、

種
粕
・
干
粕
・
壁
土
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

表
７
は
、
肥
料
の
販
売
者
ご
と
に
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
尿
に
つ
い
て
は
、

尿
仲
間
か
ら
の
購
入
が
基
本
で
、
特
定
の
名
前
が
な
い
。
ま
た
多
く
は
な
い
も
の

の
、
近
在
の
も
の
か
ら
購
入
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
何
軒
分
と
か
何

荷
と
い
う
形
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
継
続
性
は
な
く
補
足
的
に
購
入
さ
れ
た
も
の

と
い
え
る
。
□
□
屋
長
右
衛
門
、
山
口
屋
太
助
、
清
右
衛
門
な
ど
か
ら
の
購
入

で
、
□
□
屋
長
右
衛
門
・
山
口
屋
太
助
な
ど
は
干
鰯
や
油
粕
も
売
っ
て
い
た
。

　

魚
肥
・
油
粕
な
ど
の
販
売
者
と
し
て
は
、
久
々
知
屋
次
兵
衛
、
仁
和
寺
屋
喜
兵

衛
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
か
ら
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
ま
で
は
久
々
知
屋
次
兵
衛
が
、
そ
の
後
は
仁
和
寺
屋
喜
兵
衛
が
天

保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
ま
で
干
鰯
を
中
心
と
し
た
魚
肥
を
売
っ
て
い
る
。
し
か

し
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）、
同
一
二
年
に
は
神
崎
屋
孫
兵
衛
か
ら
干
鰯
や
〆

粕
を
購
入
し
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）、
同
一
〇
年
は
名
張
屋
善
助
か
ら
鯡
粕

を
購
入
し
て
お
り
、
文
化
末
年
か
ら
仁
和
寺
屋
の
独
占
的
販
売
は
安
定
し
な
く

な
っ
て
い
た
。
久
々
知
屋
次
兵
衛
と
仁
和
寺
屋
喜
兵
衛
は
大
坂
干
鰯
屋
仲
間
の
本

組
に
属
す
る
干
鰯
屋
で
、
三
郎
左
衛
門
家
は
こ
れ
ら
か
ら
直
接
、
魚
肥
を
購
入
し

表
7　
三
郎
左
衛
門
家
の
肥
料
購
入
先
（
単
位
：
匁
）

購
入
先

安
永
９

年
天
明
６

年
天
明
７

年
寛
政
４
年

寛
政
８
年

寛
政
９
年

寛
政
10

年
寛
政
12
年

享
和
元

年
享
和
２

年
享
和
３

年
文
化
６
年

文
化
８
年

文
化
９
年

文
化
10
年

文
化
11

年
文
化
12

年
文
政
９

年
文
政
10
年

天
保
11

年
請
尿

29
0 

38
2 

43
1 

46
0 

43
5 

37
6 

33
0 

29
0 

29
2 

30
8 

38
0 

34
4 

32
3 

32
8 

35
9 

28
7 

30
2 

18
8 

19
0 

17
0 

久
々
知
屋
次
兵
衛

19
7 

36
9 

40
2 

26
9 

10
2 

仁
和
寺
屋
喜
兵
衛

29
3 

16
49
 

36
4 

22
8 

30
7 

46
7 

28
0 

30
4 

16
1 

27
5 

23
6 

20
1 

16
1 

72
 

42
5 

平
九
郎

27
3 

84
 

加
賀
屋
権
兵
衛

49
 

64
 

米
屋
吉
兵
衛

30
 

17
 

上
之
村
幸
八

15
3 

84
 

77
 

下
之
村
口
入
助
七

60
 

75
 

神
崎
屋
孫
兵
衛

62
 

78
 

名
張
屋
善
助

12
0 

13
5 

そ
の
他

10
3 

30
 

12
1 

32
 

10
 

58
 

86
 

11
1 

合
計

59
0 

78
1 

95
3 

10
34
 

83
0 

20
74
 

77
8 

61
1 

66
9 

83
3 

89
9 

73
1 

56
1 

60
4 

70
6 

62
4 

55
8 

38
0 

32
5 

59
5 

出
典
：
田
中
家
文
書
・
各
年
度
の
「
万
覚
之
日
記
帳
」。

注
：
 1
回
し
か
出
な
い
購
入
先
は
そ
の
他
と
し
た
人
名
は
次
の
通
り
・
和
泉
屋
次
兵
衛
・
飴
屋
源
次
郎
･
久
々
知
屋
又
兵
衛
・
山
口
屋
五
郎
右
衛
門
・
□
□
屋
長
右
衛
門
・
山
口
屋
大
助
・
富
田
袋
屋
・
下
之
村
米
屋
次
兵

衛
・
善
右
衛
門
・
善
兵
衛
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て
い
た
）
11
（

。
柱
本
村
は
淀
川
に
接
し
て
い
た
の
で
、
大
阪
の
靫
市
場
か
ら
直
接
買
い

付
け
る
の
も
容
易
で
あ
っ
た
。
ま
た
神
崎
屋
孫
兵
衛
・
名
張
屋
善
助
は
、
や
は
り

干
鰯
屋
仲
間
の
問
屋
組
に
属
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
）
12
（

。
本
組
が
仲
買
を
中
心
に
商

売
を
行
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
問
屋
業
務
が
中
心
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し

大
坂
干
鰯
屋
仲
間
は
、
問
屋
と
仲
買
の
業
務
が
未
分
離
で
、
ど
ち
ら
も
兼
業
す
る

こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
。
こ
の
場
合
、
問
屋
組
の
干
鰯
屋
も
三
郎
左
衛
門
家
に

売
り
込
ん
で
、
寛
政
・
文
化
期
と
続
い
た
仁
和
寺
屋
の
魚
肥
販
売
が
揺
ら
い
だ
と

い
え
る
。
他
に
和
泉
屋
次
兵
衛
・
飴
屋
源
次
郎
・
久
々
知
屋
又
兵
衛
な
ど
は
、
大

坂
干
鰯
屋
仲
間
に
同
様
な
屋
号
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
名
前
が
一
致
し
な
い
。
残

り
の
も
の
は
、
近
隣
の
も
の
と
思
わ
れ
、
補
助
的
な
販
売
で
あ
っ
た
。
米
屋
吉
兵

衛
は
出
入
り
の
米
穀
商
、
平
九
郎
も
木
綿
な
ど
の
販
売
相
手
と
し
て
三
郎
左
衛
門

家
に
よ
く
出
入
り
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
油
粕
な
ど
の
購
入
が
多
か
っ
た
。

　

以
下
、「
万
覚
之
日
記
」
の
記
載
や
残
っ
て
い
る
送
り
状
か
ら
、
買
付
の
様
相

に
つ
い
て
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

久
々
知
屋
次
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
の
「
万
覚
之
日

記
」
の
「
肥
之
分
」
の
内
に
、
口
座
が
作
ら
れ
て
い
る
。
冒
頭
は
次
の
よ
う
で
あ

る
）
13
（

。

 

久
々
知
屋
次
兵
衛

正
月
十
日

一
、
干
鰯
五
俵　
　
　
　

五
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村

　

十
八
匁
五
分
か
へ

　
　

代
九
拾
弐
匁
五
分

　
　
　

又

　
　
　
　

弐
匁
八
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
銭
口
銭

　
　

〆
九
拾
五
匁
壱
分

　
　

粉
壱
石
八
斗
三
升

　
　
　

壱
匁
ニ
付
壱
升
九
合
弐
勺

　
　

又
、
壱
匁
五
分
五
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舟
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
し
長
五
郎
渡
ス

干
鰯
五
俵
に
つ
い
て
、
五
戸
・
中
村
と
あ
る
が
、
産
地
で
あ
ろ
う
か
。
五
戸
は
九

州
五
島
産
と
も
考
え
ら
れ
る
。
中
村
は
土
佐
で
あ
ろ
う
か
。
一
俵
に
一
八
匁
五
分

で
代
銀
が
九
二
匁
五
分
と
な
り
、
こ
れ
に
大
坂
干
鰯
屋
か
ら
積
み
出
す
口
銭
が
二

匁
八
分
と
な
る
。「
出
銭
口
銭
」
は
出
船
の
宛
字
で
あ
ろ
う
。
他
の
帳
簿
で
は
出

口
銭
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
口
銭
は
代
銀
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。
出
口
銭

は
俵
に
掛
か
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
一
俵
銀
五
分
六
厘
と
な
る
。
こ

の
合
計
が
九
五
匁
壱
分
と
な
り
、
こ
れ
に
舟
賃
壱
匁
五
分
五
り
が
掛
か
っ
て
い

る
。「
ミ
し
長
五
郎
」
は
三
島
江
の
船
頭
と
考
え
ら
れ
る
。
三
島
江
は
、
柱
本
村

の
北
側
の
地
続
き
の
村
で
、
三
島
江
浜
は
古
く
か
ら
淀
川
の
河
岸
で
近
世
に
は
伏

見
の
過
書
船
の
船
荷
問
屋
が
あ
り
、
大
坂
│
伏
見
間
の
通
船
の
要
衝
だ
っ
た
。
ま

た
三
郎
左
衛
門
家
の
記
録
に
は
、
魚
肥
に
つ
い
て
粉
に
し
た
時
の
量
目
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
五
俵
で
壱
石
八
斗
三
升
、
銀
一
匁
で
一
升
九
合
二
勺
と
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な
っ
た
。

　

次
に
、
仁
和
寺
屋
喜
兵
衛
に
つ
い
て
見
よ
う
。
仁
和
寺
屋
の
場
合
、
送
り
状
が

残
っ
て
い
る
。「
万
覚
之
日
記
」
の
年
次
と
合
致
し
て
い
な
い
が
、
送
り
状
の
実

物
な
の
で
、
紹
介
し
て
お
く
）
14
（

。

　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
佐
伯
油
取
上
　々
　

三
十
目

　
　
十
弐
貫　
（
網
印
省
略
）　

弐
俵　

代
六
拾
目

　
　

│　
　

又
壱
匁
弐
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
銭

　
　
　
　
　
　

又
弐
匁
六
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
し

　
　
　
　
　
　

又
七
分
弐
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舟
ち
ん

　
　
　
　

〆
六
拾
弐
匁
壱
分
八
り

　
　
　
　

子
七
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　

仁
和
寺
屋
喜
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　

柱
本
三
郎
左
衛
門
殿

　
　

三
島
江
安
兵
衛
船
積
申
干
か
送
り
状
之
事

　
　
　
　
（
網
印
省
略
）
弐
俵

　
　
　
　
　
　

〆

　
　

右
之
通
改
御
受
取
可
被
下
候

　
　
　
　

子
七
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　

仁
和
寺
屋
喜
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　

柱
本
村
三
郎
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　

柱
本
村
上
り

こ
こ
で
は
佐
伯
油
取
（
〆
粕
）
二
俵
を
銀
六
拾
匁
で
販
売
し
、
口
銭
・
出
し
・
舟

賃
を
合
わ
せ
て
、
銀
六
二
匁
壱
分
六
り
を
請
求
し
て
い
る
。
ま
た
同
じ
紙
に
続
い

て
送
り
状
が
書
か
れ
て
あ
り
、
三
島
江
の
安
兵
衛
船
で
送
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
口
銭
は
代
銀
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
出
し
口
銭
は
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
っ
た
。
久
々
知
屋
久
兵
衛
と
の
違
い
は
、
出
し
口
銭
の
外
に
、
口
銭
が
掛
か
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
仁
和
寺
屋
の
販
売
は
、
基
本
的
に
口
銭
が
掛
か
っ
て
い

お
り
、
他
の
取
引
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
口
銭
は
取
引
手

数
料
で
あ
る
の
で
、
仁
和
寺
屋
は
自
己
資
金
で
買
い
付
け
た
魚
肥
を
三
郎
左
衛
門

家
に
販
売
し
た
の
で
は
な
く
、
同
家
か
ら
委
託
で
買
い
付
け
し
て
、
口
銭
を
取
っ

て
品
物
を
送
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
坂
干
鰯
屋
の
在
方
消
費
者
へ
の
販
売
で
、

委
託
販
売
を
し
た
例
は
、
報
告
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
仁
和
寺
屋
の
よ
う
な
取
引

も
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

価
格
に
つ
い
て
は
、
優
遇
さ
れ
る
時
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
次
の
口
上
が
残
っ
て

い
る
）
15
（

。

　
　
　
　
　
　

口
上

鳥
渡
申
上
候
、
此
間
差
上
申
候
干
か
外
様
ニ
て
は
、
壱
駄
ニ
付
八
十
六
匁
位

等
申
置
候
間
、
若
外
方
よ
り
御
尋
被
成
候
ハ
ヽ
、
右
直
段
ニ
御
心
得
可
被
下

候
、
此
段
奉
頼
上
候
、
以
上
、

 

仁
喜　
　

　
　
　
　
　

柱
本
三
郎
左
衛
門
様

仁
和
寺
屋
は
、
柱
本
村
周
辺
で
他
に
販
売
す
る
顧
客
が
い
た
よ
う
で
、
三
郎
左
衛
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門
家
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
ら
、
一
駄
銀
八
六
匁
位
だ
っ
た
と
口
裏
を
合
わ
せ

る
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
。

　

支
払
い
は
、
盆
暮
れ
で
、

　
　

柱
本
三
郎
右
衛
門
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
和
寺
屋
喜
兵
衛

　
　
六
月
朔
日

　
　

一
、
百
六
拾
七
匁
三
分
五
り

　
　
七
月
三
日

　
　

一
、
六
拾
弐
匁
壱
分
八
り

　
　
同
日

　
　

一
、
五
匁　
　
　
　
　
　

し（
塩
）ほ
也

　
　
　
　
子
七
月

　
　
　

〆
弐
百
三
拾
四
匁
五
分
三
り

と
請
求
が
出
さ
れ
て
支
払
っ
て
い
る
）
16
（

。
こ
の
請
求
覚
の
場
合
、
塩
も
購
入
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

六　

肥
料
と
作
物
価
格

　

最
後
に
肥
料
価
格
と
作
物
価
格
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。
欠
け
た
年

は
多
い
も
の
の
「
万
覚
之
日
記
」
に
よ
り
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
か
ら
文
化

一
二
年
（
一
八
一
五
）
ま
で
の
内
、
一
七
年
間
の
肥
料
と
作
物
価
格
の
変
化
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
よ
り
文
政
三
年

（
一
八
二
〇
）
ま
で
、「
年
中
諸
色
勘
定
帳
」
か
ら
米
・
木
綿
・
菜
種
の
価
格
が
わ

か
る
の
で
こ
れ
を
補
足
し
て
、
表
８
を
作
成
し
た
。

　

表
８
に
は
、
尿
・
干
鰯
・
油
粕
の
肥
料
と
米
・
綿
・
菜
種
の
単
位
当
た
り
の
価

格
（
銀
）、
そ
の
指
数
、
相
対
価
格
の
変
化
と
各
時
期
の
平
均
値
を
示
し
た
。
尿

の
価
格
は
、
代
銀
の
他
に
引
き
渡
す
野
菜
代
な
ど
を
含
む
総
額
を
元
に
、
干
鰯
・

油
粕
は
運
送
代
な
ど
を
含
ま
な
い
単
価
を
元
に
計
算
し
た
。
干
鰯
は
、「
万
覚
之

日
記
」
に
そ
の
粉
に
し
た
升
目
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
一
石
分
を

示
し
た
。
ま
た
指
数
は
安
永
・
天
明
期
の
平
均
価
格
を
一
〇
〇
と
し
計
算
し
て
い

る
。

　

尿
・
干
鰯
な
ど
の
肥
料
は
安
永
・
天
明
期
か
ら
、
次
第
に
高
騰
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
尿
は
寛
政
期
よ
り
指
数
で
一
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
上
昇
し
て
い

る
。
ま
た
干
鰯
は
享
和
期
に
一
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
余
と
な
り
、
文
化
期
は
や
や
落

ち
付
い
て
一
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
余
と
な
っ
た
。
油
粕
は
デ
ー
タ
が
不
足
し
た
上

で
、
天
明
六
年
が
高
騰
し
た
数
値
で
、
当
初
の
平
均
値
が
高
く
出
て
い
る
。
こ
の

た
め
平
均
値
よ
り
安
く
な
っ
た
時
も
多
い
。
三
郎
左
衛
門
家
の
肥
料
構
成
は
尿
と

干
鰯
で
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
両
者
の
価
格
が
肥
料
価
格
の

動
向
を
決
め
た
。

　

い
っ
ぽ
う
米
・
綿
・
菜
種
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
価
格
が
低
落
し
て
い
た
。

文
化
期
に
は
安
永
・
天
明
期
に
比
べ
て
、
米
価
は
九
一
パ
ー
セ
ン
ト
余
と
比
較
的

価
格
が
維
持
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
木
綿
・
菜
種
は
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
と
低
迷

し
て
い
た
。
さ
ら
に
文
政
初
年
に
は
木
綿
・
菜
種
は
や
や
回
復
し
た
も
の
の
米
価

は
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
余
と
下
落
し
た
。
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表
8　
肥
料
と
作
物
価
格
の
変
動

項
目

単
位
当
た
り
の
価
格
（
匁
）

指
数

相
対
価
格

年
代

尿
（
1荷
）

干
鰯

（
1石
）

油
粕

（
1石
）

米
（
1石
）

綿
（
1斤
）

菜
種

（
1石
）

尿
干
鰯

油
粕

米
綿

菜
種

尿
／
米

干
鰯
／
米

油
粕
／

米
尿
／ 綿

干
鰯
／

綿
尿
／

菜
種

干
鰯
／

菜
種

安
永
9
年

1.5
2 

47
.21
 

24
.00
 

42
.90
 

64
.00
 
10
0.4
6

82
.13

56
.64

62
.77

0
78
.53

1.6
1.3
1

0.9
1.2
8

1.0
5

天
明
6
年

1.4
9 

65
.46
 

60
.75
 

59
.78
 

2.3
9 

99
.00
 

98
.35

11
3.8
7

14
3.3
6

87
.47

81
.99

12
1.4
7

1.1
2

1.3
1.6
4

1.2
1.3
9

0.8
1

0.9
4

天
明
7
年

1.5
3 

59
.79
 

10
2.3
6 

3.4
4 

10
1.1
3

10
4.0
1

0
14
9.7
7

11
8.0
1

0.6
8

0.6
9

0.8
6

0.8
8

寛
政
4
年

2.3
3 

61
.64
 

33
.75
 

84
.88
 

1.7
7 

85
.78
 
15
4.0
7

10
7.2
3

79
.65

12
4.1
9

60
.72

10
5.2
5

1.2
4

0.8
6

0.6
4

2.5
4

1.7
7

1.4
6

1.0
2

寛
政
8
年

2.2
5 

65
.12
 

76
.18
 

2.1
0 

14
9.1
1

11
3.2
9

11
1.4
6

72
.04

1.3
4

1.0
2

2.0
7

1.5
7

寛
政
9
年

2.1
0 

61
.20
 

67
.27
 

1.8
5 

73
.00
 
13
8.7
8

10
6.4
7

98
.42

63
.46

89
.57

1.4
1

1.0
8

2.1
9

1.6
8

1.5
5

1.1
9

寛
政
10
年

1.7
4 

44
.14
 

64
.58
 

1.7
9 

74
.19
 
11
4.8
9

76
.78

94
.48

61
.41

91
.03

1.2
2

0.8
1

1.8
7

1.2
5

1.2
6

0.8
4

寛
政
12
年

2.2
9 

62
.32
 

37
.86
 

73
.00
 

2.1
4 

78
.36
 
15
1.4
9

10
8.4
2

89
.34

10
6.8
1

73
.41

96
.15

1.4
2

1.0
2

0.8
4

2.0
6

1.4
8

1.5
8

1.1
3

享
和
元
年

2.4
3 

66
.78
 

84
.51
 

71
.03
 

2.0
0 

70
.50
 
16
1.0
2

11
6.1
6

19
9.4
3

10
3.9
3

68
.61

86
.5

1.5
5

1.1
2

1.9
2

2.3
5

1.6
9

1.8
6

1.3
4

享
和
2
年

2.3
5 

71
.82
 

63
.92
 

76
.00
 
15
5.4
6

12
4.9
3

93
.52

93
.25

1.6
6

1.3
4

1.6
7

1.3
4

享
和
3
年

2.0
9 

31
.61
 

62
.69
 

1.8
8 

13
8.3
9

74
.6

91
.72

64
.32

1.5
1

0.8
1

2.1
5

文
化
6
年

2.2
2 

62
.77
 

35
.15
 

64
.97
 

2.5
5 

14
6.5
9

10
9.2

82
.94

95
.06

87
.48

1.5
4

1.1
5

0.8
7

1.6
8

1.2
5

文
化
9
年

2.0
9 

63
.15
 

57
.30
 

1.5
3 

65
.90
 
13
8.4
5

10
9.8
6

0
83
.84

52
.38

80
.86

1.6
5

1.3
1

0
2.6
4

2.1
1.7
1

1.3
6

文
化
10
年

1.9
9 

76
.28
 

34
.50
 

54
.71
 

1.8
3 

13
1.6
3

13
2.7

81
.41

80
.05

62
.64

1.6
4

1.6
6

1.0
2

2.1
2.1
2

文
化
11
年

2.4
2 

63
.92
 

68
.84
 

1.9
3 

73
.54
 
16
0.4
2

11
1.1
9

10
0.7
2

66
.04

90
.23

1.5
9

1.1
2.4
3

1.6
8

1.7
8

1.2
3

文
化
12
年

2.2
5 

63
.60
 

65
.25
 

1.7
5 

64
.66
 
14
8.6
4

11
0.6
5

95
.47

60
.03

79
.34

1.5
6

1.1
6

2.4
8

1.8
4

1.8
7

1.3
9

文
政
元
年

57
.11
 

1.9
4 

59
.14
 

83
.56

66
.45

72
.56

文
政
2
年

49
.08
 

1.8
2 

61
.07
 

71
.81

62
.47

74
.93

文
政
3
年

52
.44
 

2.0
0 

76
.73

68
.61

0
安
永
・
天
明
平
均

1.5
1 

57
.48
 

42
.37
 

68
.35
 

2.9
2 

81
.50
 

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

1
1

1
1

1
1

1
寛
政
期
平
均

2.1
4 

58
.89
 

35
.80
 

73
.18
 

1.9
3 

77
.83
 
14
1.6
7

10
2.4
4

84
.5

10
7.0
7

66
.21

95
.5

1.3
3

0.9
6

0.7
4

2.1
5

1.5
5

1.4
6

1.0
5

享
和
期
平
均

2.2
9 

69
.30
 

58
.06
 

65
.88
 

1.9
4 

73
.25
 
15
1.6
2

12
0.5
5

13
7.0
2

96
.39

66
.47

89
.88

1.5
7

1.2
3

1.3
7

2.2
5

1.6
9

1.7
7

1.3
4

文
化
期
平
均

2.1
5 

66
.70
 

37
.29
 

62
.28
 

1.9
0 

55
.22
 
14
2.1
2

11
6.0
3

88
91
.12

65
.34

67
.75

1.5
6

1.2
9

0.9
9

2.2
2

1.8
2

1.3
6

1.0
7

文
政
期
平
均

1.9
3

60
.03

33
.56

52
.88
 

1.9
2 

60
.10
 
12
7.5

10
4.4

7.9
2

77
.37

65
.84

73
.75

1.6
5

1.3
5

1.2
1.1

15
8.5

1.7
3

1.4
1

出
典
：
田
中
家
文
書
・
各
年
度
の
「
万
覚
之
日
記
」、
文
政
期
は
各
年
度
の
「
年
中
諸
色
勘
定
帳
」。
文
政
期
平
均
の
尿
・
干
鰯
・
油
粕
は
文
化
期
平
均
価
格
の
10
％
減
じ
た
数
値
を
仮
に
算
出
し
た
。
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肥
料
と
農
産
物
の
価
格
差
を
見
る
た
め
に
相
対
価
格
を
示
し
て
い
る
。
尿
に
つ

い
て
見
る
と
、
尿
指
数
を
米
指
数
で
割
る
と
、
結
果
が
一
以
上
だ
と
尿
価
格
の
方

が
高
騰
し
た
こ
と
に
な
り
、
小
数
点
以
下
だ
と
尿
価
格
が
米
価
格
に
対
し
て
下
落

し
た
こ
と
に
な
る
。
尿
の
相
対
価
格
は
米
に
対
し
て
平
均
で
寛
政
期
で
一
・
三
三

と
高
ま
り
、
享
和
・
文
化
期
で
は
一
・
五
以
上
と
か
な
り
高
騰
し
た
。
干
鰯
で
は
、

寛
政
期
は
〇
・
九
六
と
や
や
米
価
格
が
高
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
干
鰯
が
高
く
な

り
文
化
期
に
は
一
・
二
九
と
約
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し
た
。
油
粕
は
デ
ー
タ
量

が
少
な
い
の
で
、
不
安
定
だ
が
享
和
期
に
上
が
っ
た
だ
け
で
、
米
価
格
の
方
が
高

か
っ
た
。
木
綿
に
つ
い
て
は
、
価
格
が
低
迷
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
尿
に
対
し

て
は
二
倍
以
上
、
干
鰯
に
対
し
て
は
次
第
に
低
落
し
て
、
文
化
期
に
は
平
均
一
・

八
二
と
な
っ
た
。
菜
種
は
干
鰯
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
や
は
り
低
落
傾
向
に
あ
っ

た
。

　

最
後
に
、
文
政
初
期
の
米
・
綿
・
菜
種
の
単
位
当
た
り
価
格
を
示
し
た
。
こ
の

時
期
、
幕
府
は
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
七
月
米
価
の
下
落
に
対
し
て
、
こ
れ
に

応
じ
て
物
価
を
引
き
下
げ
る
よ
う
に
命
令
を
出
し
、
農
産
物
の
物
価
が
低
落
し

た
）
17
（

。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
尿
・
干
鰯
が
あ
ま
り
下
が
ら
な
か
っ
た
の
で
、
同
年

一
一
月
に
摂
津
・
河
内
の
幕
領
六
一
九
カ
村
が
大
坂
町
奉
行
所
に
干
鰯
・
尿
の
価

格
引
き
下
げ
を
出
願
し
た
。
こ
の
願
い
は
、
奉
行
所
で
も
幕
令
が
出
て
物
価
引
き

下
げ
を
進
め
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
取
り
下
げ
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
翌
年
再

び
願
い
出
る
計
画
も
起
き
た
。
こ
の
動
き
は
そ
の
後
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）

に
な
っ
て
摂
津
・
河
内
・
和
泉
に
及
ぶ
国
訴
の
前
提
と
な
っ
た
。
こ
の
動
向
と
農

産
物
価
格
の
実
態
を
確
認
す
る
た
め
に
、
表
で
は
文
政
初
年
ま
で
の
デ
ー
タ
を
加

え
た
。
尿
・
干
鰯
の
デ
ー
タ
が
な
い
の
で
、
相
対
価
格
な
ど
は
計
算
で
き
な
い

が
、
文
化
後
半
か
ら
文
政
初
年
ま
で
の
米
・
綿
・
菜
種
価
格
の
動
向
は
連
続
し
て

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
米
で
は
平
均
で
文
政
初
年
が
も
っ
と
も

低
落
し
て
安
永
・
天
明
期
の
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
余
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
綿
は
若

干
持
ち
直
し
た
も
の
の
、
安
永
・
天
明
期
か
ら
比
べ
れ
ば
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
余
で

米
・
菜
種
よ
り
低
落
が
激
し
か
っ
た
。
菜
種
も
文
化
期
よ
り
は
よ
か
っ
た
が
米
と

同
様
に
安
永
・
天
明
期
の
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
た
単
年
度
で
見

る
と
米
・
綿
は
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
が
底
値
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
仮
に
尿
と
干
鰯
の
価
格
が
文
化
年
間
平
均
よ
り
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
下
落
し
た

と
し
て
も
、
米
の
尿
・
干
鰯
と
の
相
対
価
格
は
尿
で
一
・
六
五
、
干
鰯
で
一
・
三
五

と
い
う
深
刻
な
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
綿
・
菜
種
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
。
幕
領

訴
願
が
起
き
る
背
景
は
三
郎
左
衛
門
家
の
事
例
で
も
確
認
で
き
る
。

ま
と
め

　

以
上
、
柱
本
村
三
郎
左
衛
門
家
の
近
世
後
期
の
農
業
経
営
を
検
討
し
て
き
た
。

同
家
は
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
で
検
地
高
四
八
石
余
、
宛
米
高
七
二
石
余
の
所

持
高
、
所
持
地
は
有
畝
で
四
町
四
反
二
畝
余
で
手
作
り
分
が
有
畝
で
一
町
五
反
七

畝
余
、
宛
作
が
二
町
八
反
五
畝
余
で
あ
っ
た
。
若
干
減
少
す
る
も
の
の
、
幕
末
期

ま
で
一
町
数
反
歩
を
手
作
り
し
て
い
た
。
文
化
期
以
降
、
目
立
っ
た
土
地
集
積
は

な
か
っ
た
。
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三
郎
左
衛
門
家
は
収
入
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
よ
り
天
明
三
年

（
一
七
八
三
）
ま
で
は
出
入
帳
か
ら
の
収
入
が
大
き
く
、
そ
の
内
容
は
、
農
業
経

営
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
出
入
帳
の
収
入
額
は
次
第
に
低
下
し
、
天
明

四
年
（
一
七
八
四
）
か
ら
農
産
物
販
売
を
中
心
と
し
た
売
物
代
に
な
る
。
ま
た
頼

母
子
の
落
ち
入
り
も
大
き
な
比
重
を
占
め
た
。
寛
政
期
に
は
預
り
分
が
多
額
に
な

る
時
も
あ
り
、
金
融
部
門
が
重
要
だ
っ
た
面
が
あ
る
が
、
そ
の
細
部
は
判
明
し
な

い
。
文
化
期
に
な
る
と
預
り
分
の
表
示
は
な
く
な
り
、
収
支
は
規
模
が
小
さ
く
な

る
も
の
の
比
較
的
安
定
し
た
。
売
物
代
が
銀
二
貫
匁
台
に
縮
小
し
た
が
、
こ
れ
は

手
作
り
規
模
が
若
干
小
さ
く
な
っ
た
こ
と
と
並
行
し
て
い
る
。
こ
れ
と
と
も
に
給

銀
・
日
用
・
肥
代
な
ど
も
寛
政
期
よ
り
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

手
作
り
経
営
は
、
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
で
表
作
有
畝
一
町
九
反
三
畝
余

と
い
う
時
も
あ
っ
た
が
、
次
第
に
減
少
し
て
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
は
一
町

五
反
七
畝
余
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
天
保
期
に
は
一
町
六
反
余
に
回
復
し
て
い
る

が
、
作
付
け
と
収
穫
が
わ
か
る
の
は
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
ま
で
で
あ
る
。

表
作
で
は
米
を
中
心
に
綿
と
芋
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
・
享
和
期
平
均
で
は

米
の
作
付
け
が
一
町
四
反
九
畝
余
で
全
体
の
八
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
綿
は
二

反
一
畝
余
、
芋
は
一
反
程
度
で
あ
っ
た
。
裏
作
は
菜
種
・
麦
安
・
大
麦
・
小
麦
・

空
豆
で
あ
っ
た
。
寛
政
・
享
和
期
の
平
均
作
付
け
一
町
五
畝
余
で
裏
作
率
は
五
七

パ
ー
セ
ン
ト
で
そ
の
内
菜
種
が
六
反
六
畝
余
の
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。
米

と
菜
種
の
作
付
け
が
中
心
で
、
反
当
た
り
生
産
力
で
は
西
摂
津
の
武
庫
郡
と
変
わ

り
な
い
高
さ
で
、
天
保
期
に
は
そ
の
上
昇
も
認
め
ら
れ
る
が
、
裏
作
率
は
西
摂
津

に
比
べ
て
低
か
っ
た
。
全
体
に
淀
川
に
面
す
る
低
湿
地
と
い
う
生
産
条
件
の
限
界

も
あ
り
、
寛
政
・
享
和
期
に
は
手
作
り
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
も
の
の
、
二
町
を

超
え
る
こ
と
は
な
く
、
積
極
的
に
商
品
作
物
を
展
開
す
る
経
営
と
は
な
っ
て
い
な

い
。
い
わ
ば
自
家
消
費
分
を
確
保
す
る
地
主
手
作
り
的
な
経
営
の
様
相
が
窺
え

る
。

　

農
産
物
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
総
額
で
平
均
銀
二
貫
匁
台
で
、
天
保
期
に
は
銀

三
貫
匁
台
程
度
で
あ
っ
た
。
そ
の
半
分
程
度
を
米
が
占
め
た
。
麦
類
は
自
給
食
料

と
し
て
栽
培
さ
れ
た
が
、
小
作
料
と
し
て
徴
収
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
販
売
に

廻
さ
れ
た
。
安
永
・
天
明
期
に
は
平
均
で
一
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
重
が
高

か
っ
た
が
、
次
第
に
減
少
し
て
い
っ
た
。
菜
種
は
文
政
期
で
は
平
均
で
一
七
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
、
綿
類
は
一
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
、
白
木
綿
・
縞
木
綿
を

織
っ
て
売
り
出
す
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た
。
米
・
麦
な
ど
に
つ
い
て
は
、
出
入
の

米
穀
商
と
し
て
米
屋
吉
兵
衛
が
帳
面
に
恒
常
的
に
口
座
を
持
っ
て
春
・
秋
に
実
物

を
渡
さ
れ
、
こ
れ
を
元
に
三
郎
左
衛
門
家
が
必
要
と
す
る
も
の
を
納
入
し
て
盆
暮

に
決
済
し
た
。
ま
た
柿
果
実
な
ど
は
寺
方
屋
六
兵
衛
が
買
い
入
れ
た
。
他
に
綿
類

な
ど
で
は
平
九
郎
な
ど
が
買
付
人
に
な
っ
て
い
る
が
、
何
れ
も
独
占
的
な
買
い
付

け
で
は
な
く
、
他
に
多
数
の
者
に
販
売
し
て
い
る
。
ま
た
米
で
は
、
量
は
わ
ず
か

で
あ
る
が
大
工
な
ど
の
直
接
消
費
者
や
年
貢
の
立
て
替
え
払
い
な
ど
に
も
提
供
さ

れ
て
い
た
。

　

肥
料
購
入
で
は
尿
と
干
鰯
が
中
心
と
な
り
、
油
粕
が
若
干
使
わ
れ
て
い
た
。
尿

は
尿
仲
間
か
ら
定
期
的
に
購
入
し
て
い
た
。
干
鰯
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
ま
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で
は
大
坂
干
鰯
屋
本
組
の
久
々
知
屋
次
兵
衛
、
以
後
は
仁
和
寺
屋
喜
兵
衛
か
ら
文

化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
ま
で
購
入
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
文
化
一
二
年
（
一
八

一
五
）
に
は
神
崎
屋
孫
兵
衛
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
は
名
張
屋
善
助
か
ら

鯡
粕
や
〆
粕
を
購
入
し
た
。
神
崎
屋
や
名
張
屋
も
大
坂
干
鰯
屋
の
問
屋
組
に
属
し

て
い
た
。
ま
た
仁
和
寺
屋
の
取
引
は
、
口
銭
の
と
も
な
う
委
託
売
買
だ
っ
た
こ
と

も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

肥
料
と
作
物
価
格
の
変
動
を
確
認
し
た
が
、
単
位
当
た
り
の
尿
・
干
鰯
価
格
は

安
永
・
天
明
期
に
比
べ
て
次
第
に
増
加
し
た
。
い
っ
ぽ
う
、
米
・
綿
・
菜
種
の
価

格
は
安
永
・
天
明
期
か
ら
次
第
に
低
迷
し
、
文
化
期
平
均
で
は
米
は
九
一
パ
ー
セ

ン
ト
余
と
ま
だ
よ
か
っ
た
も
の
の
、
綿
・
菜
種
は
六
五
、七
三
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
た
。
相
対
価
格
で
も
米
で
平
均
尿
／
米
が
一
・
五
六
、
干
鰯
／
米
が
一
・
二
九

と
な
り
、
綿
で
は
尿
／
綿
は
倍
を
超
え
た
。
こ
の
傾
向
は
、
文
政
二
年

（
一
八
一
九
）
に
は
米
が
七
一
パ
ー
セ
ン
ト
余
と
低
落
し
た
た
め
も
っ
と
深
刻
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
年
七
月
幕
府
が
米
価
低
落
の
た
め
諸
物
価
引
き
下

げ
令
を
出
し
た
が
、
肥
料
が
思
う
ほ
ど
下
が
ら
な
か
っ
た
と
し
て
、
摂
津
・
河
内

の
幕
領
六
一
九
カ
村
が
大
坂
町
奉
行
所
に
干
鰯
・
尿
の
引
き
下
げ
を
命
じ
る
訴
訟

を
行
い
、
や
が
て
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
国
訴
の
前
提
と
な
っ
て
い
っ
た
。
三

郎
左
衛
門
家
の
肥
料
と
作
物
の
価
格
変
動
は
、
そ
の
背
景
を
窺
わ
せ
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
柱
本
村
三
郎
左
衛
門
家
の
農
業
経
営
は
摂
津
武
庫
郡
の
商
品
的
農
業
を

積
極
的
に
展
開
し
た
経
営
に
た
い
し
て
、
地
主
手
作
り
的
性
格
が
や
や
強
か
っ
た

が
、
寛
政
〜
文
化
期
を
中
心
と
し
た
農
業
経
営
の
貴
重
な
デ
ー
タ
を
含
ん
で
い
た

こ
と
は
、
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
文
政
・
天
保
期
の
記
録
が
欠
け
て
い
て
残
念

で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

注（
１
） 

大
阪
府
高
槻
市
し
ろ
あ
と
歴
史
館
所
管
・
田
中
佐
一
家
文
書
。
以
下
、
田
中
家

文
書
何
番
と
称
す
る
。

（
２
） 

高
槻
市
総
務
部
文
書
課
資
料
係
「
ま
え
が
き
」（
高
槻
市
役
所
『
高
槻
市
史
史
料

目
録
』
六
号
、
一
九
八
七
年
）。

（
３
） 

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
二
七
・
大
阪
府
（
角
川
書
店
、
一
九
八
三
年
）。

（
４
） 

高
槻
市
総
務
部
文
書
課
資
料
係
「
ま
え
が
き
」（
前
掲
）。

（
５
） 

田
中
家
文
書
三
四
〇
番
。

（
６
） 

田
中
家
文
書
三
四
二
、
三
四
三
番
。

（
７
） 

田
中
家
文
書
二
四
四
番
。

（
８
） 

山
崎
隆
三
『
地
主
制
成
立
期
の
農
業
構
造
』（
青
木
書
店
、
一
九
六
一
年
）
一
四

八
頁
、
六
七
表
。

（
９
） 

八
木
哲
浩
・
今
井
林
太
郎
『
封
建
社
会
の
農
村
構
造
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
五

年
）
一
七
〇
〜
一
七
一
頁
、
四
四
表
。

（
10
） 

山
崎
隆
三
『
地
主
制
成
立
期
の
農
業
構
造
』（
前
掲
）
一
五
二
頁
、
七
二
表
。

（
11
） 

平
野
茂
之
『
大
阪
靫
肥
料
市
場
沿
革
史
』（
大
阪
肥
料
卸
商
業
組
合
、
一
九
四
一

年
）
五
一
、
五
三
頁
久
々
知
屋
次
兵
衛
は
宝
暦
一
〇
年
の
干
鰯
仲
買
戎
講
名
前

附
に
あ
り
、
仁
和
寺
屋
喜
兵
衛
は
寛
政
年
中
に
始
ま
る
寛
政
講
か
ら
確
認
で
き

る
。
ま
た
国
文
学
研
究
資
料
館
・
祭
魚
洞
文
庫
・
大
坂
・
干
鰯
問
屋
仲
間
記
録

三
九
番
、
天
保
一
二
年
二
月
「
申
合
印
形
帳
」
に
本
組
と
あ
る
。

（
12
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
・
祭
魚
洞
文
庫
・
大
坂
干
鰯
問
屋
仲
間
記
録
三
〇
番
、
天

保
二
年
正
月
「
触
書
調
印
帳
」。

（
13
） 

田
中
家
文
書
六
五
三
番
。
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（
14
） 

田
中
家
文
書
七
一
四
番
。

（
15
） 

田
中
家
文
書
七
〇
三
番
。

（
16
） 
田
中
家
文
書
七
二
〇
番
。

（
17
） 
拙
稿
「
肥
料
と
近
世
国
家
と
国
訴
」（
武
井
弘
一
編
『
イ
ワ
シ
と
ニ
シ
ン
の
江
戸

時
代
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
二
年
）。

追
記　

調
査
に
当
た
っ
て
は
、
快
く
史
料
の
閲
覧
・
利
用
を
許
さ
れ
た
田
中
家
と

と
も
に
御
世
話
に
な
っ
た
高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
の
方
々
に
深
謝
の
意
を
表

す
次
第
で
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

農
業
経
営
、
肥
料
、
干
鰯
、
尿
、
商
品
作
物




